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凡 例
　１　本報告書は、埋蔵文化財分布調査基礎調査として平成 25年度から実施してきた南
　　陽市内の地名と字限図調査のうち、漆山、梨郷分をまとめた南陽市字限図調査報告書
　　及び令和３年度に実施した坂上神明宮所蔵の棟札及び神像調査の報告書である。

　２　調査は、南陽市教育委員会が実施した。

　３　事務局体制は次のとおりである。
　　　主 管 課　スポーツ文化課（平成 25、26年度）
　　　　　　　　社会教育課（平成 27 年度～）
　　　事 務 局　スポーツ文化課長　江口和浩（平成 25、26年度）
　　　　　　　　社会教育課長　田中吉弘（平成 27年度）
　　　　　　　　　　　〃　　　佐藤賢一（平成 28～ 30年度）、
　　　　　　　　　　　〃　　　板垣幸広（令和元～２年度）
　　　　　　　　　　　〃　　　山口広昭（令和３～）
　　　　　　　　社会教育課長補佐　角田朋行（平成 25 年度～）　　　　
　　　　　　　　社会教育課嘱託・会計年度任用職員　斉藤紘輝（令和元年～）　

　４　本報告書の執筆、編集は角田朋行が行った。

　５　字限図のデジタル化は、これまで主に下記の分担により行った。
　　　角田朋行：赤湯、金沢、長岡、椚塚、爼柳、松沢、三間通、上野、二色根、大橋、
　                         郡山、島貫、  中の目、中落合、西落合、萩生田、若狭郷屋、鍋田、長瀞、
                            蒲生田、高梨、  関根、露橋、沖田、坂井、法師柳、宮崎、宮内、金山 、
                            梨郷、和田、竹原、  砂塚、羽付 、池黒、漆山、川樋、小岩沢、小滝、荻、
　　　　　　　   下荻、太郎
　　　斉藤紘輝：漆山、川樋、小岩沢、小滝

　６　土地利用図の地目毎の塗り分けは下記によった。

　７　小字名の漢字は、明治期の字限図の記載によった。

道

水路・川・湖沼

橋

宅地

寺・神社

墳墓地

畑

水田

草地・原野・茅場・荒地・堤塘

林
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２．字限図について
　表題は、明治七年調製のものは地租御改正精絵図、明治八年調製のものは国、郡、村名
に続いて字限図、全地字限絵図、字限全地絵図、全地絵図、精絵図、明治二十五年及び
二十六年調製のものは単に地図、字切図となっている。様々な名称が用いられているが、
本報告書では字限図の呼称を用いる。南陽市内の明治時代の字限図は、市教育委員会、市
税務課、各地区に保管されている。字限図の保管場所は表１のとおりである。今次調査では、
主として明治七年（1874）、八年（1875）、二十六年（1893）の字限図を主に使用した。
　なお、調製後に他の地区へ小字の編入があった場合も当該小字は編入前の地区分とした。
　
３．調査範囲
　土地利用図作成による調査範囲は、南陽市域のうち山間部を除いた範囲とし、主に宮内
扇状地の地域を対象とした。今次報告地域は、漆山・梨郷（山間部を除く）である。

４．作図
　（１）字限図のデジタル化と土地利用図の作成
　　スキャナーで読み込んだ字限図を１葉ごとデジタルトレースし、作成した小字単位の
　土地利用図を張り合わせ、地区毎の土地利用図を作成した。
　　土地利用図を作成するために、小字の輪郭をデジタルトレースし、地目毎に次のよう
　な配色で色分けを行った。なお、地目変更がある場合及び畦線等の変更・追加があった
　場合は古い方を優先とした。ソフトは Inkscape を使用した。
　　水田は白抜き、畑は黄緑色、草地・原野・萱場・芦場・高岸・砂地は緑色、水路・湖
　沼・溜池・川は青色、道路は赤色、宅地・公共用地は茶色、墓地は黄色、神社・寺は灰
　色、山林は濃緑色、温泉は紫色に塗り分け、土地利用図を作成した。　

第１章　調査の概要

１．調査の経緯等
　市教育委員会では、平成三～五年度に市内遺跡分布
調査の基礎となる内部資料を作成するため市内平野部
の字限図調査を実施した ( 角田 1993）。各地区の小字
の字限図から字寄図を作成し、それを基本図として土
地利用図、旧地形推定図、館跡や条里制等の分布参考
図等を作成し、分布調査等の諸調査に活用してきたが、
平成二十五年度から新たにこの字限図調査のデジタル
化に取り組んだ。
　今次調査では字限図をデジタル化したうえで土地利
用図を作成し、小字名・地名を採録した。これまで赤
湯・宮内・金山・沖郷地区分が報告済みとなっており、
本報告書では漆山・梨郷地区分について報告する。

第１図　南陽市内の地区境

沖郷

梨郷

赤湯

宮内
漆山 中川

金山

吉野
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墳墓地：黄色70%

社寺:灰色70%
(寺・神社）

道：赤70%

水路・川・湖沼：青70%

草地・原野・茅場
荒地・堤塘:緑70%

畑：黄緑30%

水田：塗り無し

宅地：黄土色70%

林：深緑色70%
橋：白色

黒線：２pt

黄色線:1pt

破線：破線１pt

<区割りレイヤーに記載>

区割り線

道、水路（湖沼）

草地・原野で水路沿いのものや雨季水路

<土地利用図レイヤーに記載>
畑・宅地

草地・原野・茅場等で面積のあるもの

社寺

墳墓地

第 2 図　デジタル図化方法

地区 デジタル化数 明治 7年 明治８年 明治 22年 明治 25 年 明治 26 年 明治 27 年 明治 31 年 年不明・昭和
赤湯 赤湯 118 〇 〇 〇

金沢 36 〇 〇
長岡 31 〇
椚塚 80 〇 〇
爼柳 32 〇
松沢 32 〇 〇
三間通 59 地
上野 19 □
二色根 32 地
大橋 43 □

沖郷 郡山 39 〇 □
島貫 17 〇 □
中ノ目 55 □
中落合 29 〇 □
西落合 16 〇 □
萩生田 40 〇 □
若狭郷屋 24 〇 □
鍋田 81 〇 □
長瀞 14 〇 □
蒲生田 54 □
高梨 48 〇 □
関根 42 〇 □
露橋 40 □
沖田 16 〇 □
坂井 17 〇 □
法師柳 25 〇 □
宮崎 127 〇 〇・□

宮内 宮内 201 〇
金山 金山 150 〇 〇
梨郷 梨郷 90 〇 □

和田 45 〇・□
竹原 49 〇 □
砂塚 88 □

漆山 羽付 32 〇
漆山 81 〇 〇 〇
池黒 67 〇

吉野 荻 〇 □
下荻 〇 □
小滝 □
太郎 □

中川 川樋 □
小岩沢 □
新田 □
元中山 □
日影 □
釜渡戸 □
※全ての小字が揃っていないものを含む。
〇：市史編さん室、地：地区保管、□：税務課保管

表１　字限図の保管場所
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　（２）　土地利用図等を作成する際の修正について
　　個々の字限図は、歪みや計測時の不正確さがあり、隣同士であっても境界の形状が合
　わないことは珍しくない。地区毎の土地利用図の作成にあたって、その修正については
　概ね次の方法によった。また、作成した小字単位のデータとそれを集合させた地区毎の
　土地利用図は別に管理し境界線の修正状況を追認できるように図った。
　・地形図に重ね合わせて正誤が判断できる個所は地形図に沿って修正する。
　・周辺の図との整合性から、明らかに変形している図のみを修正する。
　・どうしても齟齬を生じる境界については、相互の境界線を近づけるように互いの境界
　　線を変形させて擦り合わせる。
　　なお、中世城館等の埋没遺構等、詳細な検討を要する範囲については、ベースとなる
　地形図の上に小字単位の土地利用図を重ね、必要に応じて昭和二十年代等の空撮写真と
　も照合した。

５．字限図及び土地利用図の活用法
　明治期の字限図を元に作成した土地利用図では、重機による大規模な開発が行われる以
前の微高地や旧河道といった自然地形、溝跡のような人為的地形が判読可能である。明治
時代まで使用されていた廃道や古い水路の位置も発掘調査前に把握できる。
　小字名・地名からは、古墓地、寺跡、神社跡、古墳等が推測される場合や、小字名・地
名が土地の成因や環境を示していることも多い。地名については、古語（やまと言葉）に
よる経験則的な地名研究やアイヌ語地名の研究の例も知られており、字名一覧の備考欄に
は参考としてカナで記載した。また、方位や位置を示す「東西南北」、「前後」、「裏」が付
く地名からは、どの方向から人々がその土地を見ていたか推測できる。なかでも「前田」等、

「前」が付く地名は、宮内扇状地内では屋敷や墓地の南側を意味する割合が 70％であった。
　土地利用図では、地目（土地利用法）及び地割から得られる情報がある。
　地目からは、土地の高低が推測できる。一般に水田は低地である。宅地や畑地は微高地
である場合が多い。草地は営農に適さない土地であることが多く、河川沿いの低湿地帯や
斜面、崖、水路の肩、塚等に見られる。水田（畑地）の中にぽつりと畑地（草地）が残る
場合は古墳、塚、古墓地の可能性がある。このような場合で当該地目内で交点を持つ地境
が見られる場合は高塚の可能性がある。
　地割からは、館跡、道路跡、水路跡、旧河道、条里水田跡、河川氾濫跡等を読み取るこ
とができる。河川氾濫跡では新旧の切り合い関係をみることもできる。館跡ではしばしば
周囲に堀跡が水田化した地割を見ることができる。最上川等の河川沿いでは開墾に伴う長
割りの地割が見られ、その長軸方向は排水方向に一致する傾向がある。湿地性の水田では、
一般の水田に比べ一区画が小さく密になる傾向がある。
　なお、土地利用図は明治初期の状況を示すものである。地名や地割りが年代的にどこま
で遡りえるのか、地割りの性格や成因には、発掘調査や文献等の様々な手法による検証が
必要である。また、正確性に欠く古い字限図を基にしていることから、今次作成の土地利
用図及び字名図が現在の地図や地籍図と合わないことは多々あり、何らかの公的な基準と
しては使えないため、用途を間違えないよう注意を要する。
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第２章　土地利用図調査（地区別調査）

　１．漆山地区
　（１）漆山地区の概要と特色（第３図）
　　漆山地区は、宮内扇状地の織

おりはたがわ

機川（別名：境川、沢入川、池川、池黒川）による扇状
　地の扇頂から扇央付近に位置する。織機川を境に東が池

いけぐろ

黒、西が漆山となっており、漆
　山の西が羽

はねつけ

付である。織機川の東西には広く自然堤防が発達している。集落は山裾の緩
　斜面地や自然堤防の微高地上に立地している。
　　池黒地区は、地区の北半で織機川左岸の自然堤防外縁に沿って織機川の旧河道が見ら
　れる。地区東辺から南にかけて神明堀川が南流し、やがて上

かみなしがわ

無川（別名：高松川、栗屋
　川）になる。また矢ノ目川が矢の目橋で上無川に合流するなど、地区の南半は多くの河
　川が集まる土地になっている。館関連地名や屋敷地名も数多く残る、延暦年間の創建と
　伝わる池黒皇大神社が鎮座し、多くの城館址が残る地域である。池黒皇大神社北東の宮
　内別所山の北斜面からは保延六年（1140 年）銘の別所山経筒が出土している。　　
　　漆山地区は、織機川右岸の自然堤防上に集落が立地し、地区の中央付近を織機川の派
　流である大江川が南南西に流れ、その両岸にも自然堤防が発達している。大江川の右岸
　に広がる天王遺跡では古墳群や館跡が確認されている。館関連地名や屋敷地名も多く残
　り、山々には多くの城館址が残る。鶴の恩返しの民間伝承が残る寛正元年（1460 年）
　開山の鶴布山珍蔵寺がある。
　　羽付地区は、北部の山裾に沿って集落が広がり、その合間を梨郷堰が西流している。
　南には水田が広がるが、小字名「高山原」という古い自然堤防が北東から南西にかけて
　見られる。山地部には神社や館跡が残る。

　（２）漆山地区の集落・屋敷・館等
　　漆山地区の中世城館跡は、現在８ヶ所が確認されている（表２）。そのほとんどは山
　間地に立地し、平野部の城館跡としては天王遺跡の屋敷跡のみが知られている。土地利
　用図で確認された集落・屋敷・館等を下記に記す（第４、５図）。
　①池黒字舘之内は、織機川左岸の自然堤防に立地し、池黒舘山舘の南に位置する。北は
　字館山に接している。舘之内の南辺には織機川の旧河道が走り、堀の役目を果たしてい
　たものとみられる。旧河道に沿って「土

つ ち ど

戸川原」「川原」「石
こくだい

台」といった河川地名が残
　り、旧河道を挟んで南に字馬場がある。
　②池黒字猫

ね こ ご

子屋敷は、織機川旧河道の左岸に位置する。「猫子屋敷」は館関連地名であ
　る「根小屋」の転化と考えられる。平成二年度に市教育委員会が実施した富貴田遺跡発
　掘調査では平安時代と中世に集落があったものと考えられている。
　③池黒字木ノ実小屋・弁天・東弁天・南弁天・五倫壇付近では、自然堤防上に屋敷が散
　在している。木ノ実小屋は、製蝋用の漆の実を納めるため元禄三年（1690 年）に設け
　られた木の実御蔵があった所と考えられる。地区名「漆山」に関連が深い地名である。
　④池黒字西屋敷は、矢ノ目川と上無川に挟まれた微高地に立地する方形の屋敷地である。
　すぐ北辺は字「大坪」になっている。
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漆山地区

第３図　漆山地区の土地利用図（山間部除く）

織機川
上無川

池
黒

漆
山

※黒線：地区境

羽
付

大江川

梨郷堰

矢ノ目川

遺跡名 概要
備後館跡 山峡を約６㎞ほど入った杢の沢・須刈田の三叉路の地にある。比高 10m の丘城

で主郭は長軸 90m である。文治元年（1185 年）備後の武士がここに落ち延び
館を構えたと伝わる。

別所館跡 池黒別所山（羽黒山）の山頂に主郭を置く。標高 368m、比高 120m の山城で
長軸 230m である。源義家や坂上田村麻呂の屯地と伝わる。

漆山館跡 高台に立地する古館と新山館と呼ばれる館跡を一括して漆山館と呼んでいる。古
館は標高 255m、新山館は標高 270m である。南北 100 ～ 200m、東西 400 の
規模の山城である。城主不明だが戦国後期に粟野氏の一族が新山を領有した。

稲荷山物見跡 標高 300m に位置し、主郭には稲荷神社が建つ。北側の尾根を大きな二重堀切
で断ち切っている。

阿弥陀山物見跡 標高 260 ｍの阿弥陀山の山頂に位置する。北側の尾根を堀切で断ち切っている。
池黒館山館跡 最高所は標高 362m、比高 95m である。上の平山の南西、南に延びた枝尾根上

に立地する。山裾に「館山下」「館山」の小字名が残る。尾根頂よりやや下った
ところに主郭となる二段の大きな曲輪を設け、背後は堀切で尾根を断っている。
前方の二つに分かれた枝尾根上に階段状の曲輪群を設けている。

大滝沢館跡 主郭は字「大滝沢」「雪ケ沢」「館ケ沢」が交差する標高約 463 ｍ、比高 199 ｍ
の山頂に位置し、虚空蔵様の石祠がある。斜面には帯曲輪、周囲の枝尾根には階
段状の曲輪群を配し、南西方向の尾根の先には堀切を設けている。「滝」は「館」
が転化する場合があることが知られており、「館ケ沢」の西にもさらに字「西滝」
がある。

天王遺跡 字天王に位置する。平成 19 年に山形県埋蔵文化財センターが発掘調査を行い、
堀跡を有する方形の屋敷跡を検出した。堀跡からは青磁等、中世陶磁器が出土し
た。

表２　漆山の城館遺跡
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①池黒字舘之内 ②池黒字猫子屋敷

③池黒字木の実小屋・弁天・東弁天・南弁天・五倫壇 ④池黒字西屋敷

第４図　漆山の屋敷や館跡１

舘山

舘之内

猫子屋敷

南弁天

木ノ実小屋 東弁天弁天

五倫壇

　⑤漆山字古館・西屋敷は、漆山館跡として知られる字古舘・字新山と、その館の下に位
　置する集落地である。西屋敷は水田面に比して高台になっている。この西屋敷の南方に
　は小字名「大

だいこん

根在家」が広がっている
　⑥漆山字東屋敷は、織機川右岸の自然堤防上に立地した集落地である。
　⑦羽付字道之下は、深い堀状を呈する梨郷堰の右岸に位置する。字道之下の土地を東西
　に分けるように北から流れる谷川があり、堰と谷川に囲まれた舌状の高台に屋敷が立地
　する。
　⑧羽付字道東は、梨郷堰の左岸の緩斜面に広がる集落地である。漆山館跡の南に位置し、
　集落景観としては漆山の西屋敷から連続している。漆山館に関連した屋敷地と思われる。
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⑦羽付字道之下

⑥漆山字東屋敷⑤漆山字古館・西屋敷

⑧羽付字道東

第５図　漆山の屋敷や館跡２

古館

新山

西屋敷

大根在家

東屋敷

道之下

児子神

⑧羽付字道東⑧羽付字道東

道東
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　（３）明治期の土地利用図（漆山）
　　①漆山
　　織機川（別名：境川、沢入川、池川、池黒川）の右岸に位置し、地区の中央を織機川
　の派流である大江川が南南西に流れる。地区名の漆山は米沢藩特産物の漆の産地であっ
　たことに由来すると思われる。漆山地区の平野部の小字では「河原」「谷地中」「広面」
　のように旧河道や低地を表すものや、「細田」「柳田」のように水田の形状を表すものなど、
　自然地形に由来するものがみられるが、下記に述べるように比較的歴史的な地名が多い。
　　織機川の右岸沿いには「東寺町１～４」「西寺町１～５」の小字名が連なっているが、
　現在池黒地区にある羽黒神社は、元は三

みつぼり

堀寺宝乗院という修験寺で、現在地の西方約
　100 ｍの地点にあったが度重なる洪水のため元禄十二年（1699 年）に現在地に移転し
　たと云い（山田 1965）、東寺町や西寺町の小字名はこれに関連すると思われる。市史
　上巻では東寺町と西寺町の間に三堀寺があったものと推察している。
　　大江川の自然堤防に位置する「塚原」の塚地名は、古墳に由来することが多い。「塚原」
　に接する「天王」では県埋文センターによる天王遺跡の発掘調査（髙橋 2010）で古墳
　群が確認されていることから「塚原」にも古墳群が存在する可能性がある。
　　また、「天王」は牛頭天王社に由来し、その石祠の南側には戦後まで民家があったと
　され、発掘調査では中世の屋敷跡に伴うとみられる堀が検出されている。
　　「大仏」「大仏東」は県内第 2 位の大きさを誇る文和三年阿弥陀板碑に由来する。「備
　後塚」の南東角付近には備後三郎の首塚があったと伝えられ、中世にさかのぼる墓地が
　あったと考えられている。
　　「大

だいこん

根在家」は在家地名である。オオネと読めば根小屋に関連する可能性もあるが寛
　永拾五年北條之内漆山村御検地帳では「大こん才け」と記す。また「新

に や ま

山」は天正十三
　年 (1585 年 ) の北条段銭帳に出てくる新山在家があった所であろうか。
　　「古舘」「新山」で確認された中世城館跡の古館と新山館は、二つ併せて漆山館という
　名称で遺跡登録されている。織機川の谷口付近の「上達」も館地名の可能性があるが、
　令和三年度にその北西の山である「大滝沢」「館ケ沢」「雪ケ沢」で大滝沢館跡が新規確
　認された。古舘・新山の漆山館の背後の山にも館があったことになり、それを平地から
　見上げて上館と呼んだ可能性もあろうか。ちなみに「館」が転化して「滝」地名になる
　事例は多く知られており、この大滝も大館であったかもしれない。
　　「西屋敷」「東屋敷」は集落地である。「上・下横

よこうち

打」は河川の氾濫で横から土地が打
　ち崩された土地であろうか。
　　このほか漆山地区は北に広大な山地を有する。山地部は今次調査の範囲外となるが、
　「備後館」「備後館下」「館石」「館岩」「中館岩」「東館岩」「西館岩」「館ケ沢」といった
　城館に関連すると思われる小字名が残る。また、寛永拾五年北條之内漆山村御検地帳で
　は「たての下」「達の下」「内達」「達の内」等の地名もみられる。
　　条里に関連するような地名は見られないが、郡山遺跡群や沖郷条里制の状況（角田
　2022）からすれば、織機川が郡

こおりはた

端川や大
お お り は た

里端川（条里の端や郡衙のあった大里の端を
　成す川）からの転化という可能性も考えるべきかもしれない。
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　　②池黒
　　池黒は昔は池川村と言い、織機川（別名：境川、沢入川、池川、池黒川）の左岸に　
　位置し、織機川や織機川旧河道の自然堤防上に集落が立地する。「池黒（右夫馬）」とい
　う源義経の御召馬を産したという伝承（文化八年（1811 年）光保里観世音縁記）（山
　田 1965）が残る。
　　自然地形を示す小字名・地名を見ていくと、織機川の自然堤防付近には「土

つ ち ど

戸川原」
　「川原」「新右衛門川原」と言った河川関連地名や「中嶋」のような中洲地名が残る。自
　然堤防の背後には「石

こくだい

台」「砂田」「台之上」といった洪水等による土砂堆積地名がみら
　れる。織機川の旧河道上には「川原」「沢田」「細田」の地名が残り、織機川の派流域に
　も「上川窪」「下川窪」の旧河道地名が残る。上無川周辺では自然堤防を意味する「土手岸」
　があり、その後背湿地には「沢見」「井戸尻」「江留」などの低湿地地名が残る。また、
　「永

なが

増
ます

」は上無川と矢ノ目川に挟まれた中洲状の土地を示す長間洲の転化であろうか。
　　次に歴史的な小字名・地名を見ていくと北側の山麓に中世城館跡に由来する地名が多
　く残っていることがわかる。
　　池黒の平野部北辺に接する山地である字「上之平」には、西から池黒館山館、別所館
　の二つの館が立地している。「舘山下」「舘山」「舘之内」には、これらの山城の根小屋
　や日常の生活の場としての館があったと思われる。また、「舘之内」の南には旧河道を
　挟んだ向かい岸に「馬場」があり、さらにその南東には「猫

ね こ ご

子屋敷」「猫子前」がある。
　これら「猫子屋敷」等は根小屋の転化とも考えられる。
　　「日

ひわたし

渡」は旧河道の合流地点にあたっており、河川の渡河地点か或は川に樋を渡した
　樋渡しや荷物を上げ下ろしした荷渡しの転化であろうか。「木ノ実小屋」は、製蝋用の
　漆の実を納めるため元禄三年に設けられた木の実御蔵があった所と考えられる。
　　「神明前」は坂上神明宮の南にあたり、この付近に北条寺があったと伝わる。坂上神
　明宮には皇大神社の応徳三年 (1086 年 ) 棟札（近世作）が残り、坂上神明宮の鎮座す
　る別所山の北からは保延六年 (1140 年 ) 銘の宮内別所山経筒が出土している。
　　「庚

こうだん

壇」「壇ノ前」「五倫壇」は近世墓地があったものと思われる。「弁天」「東・南弁天」
　は弁天を祀っていたと思われ、「観音前」には羽黒神社と三

みつぼり

堀観音がある。この羽黒神
　社は、元は三

みつぼり

堀寺宝乗院という修験寺で、現在地の西方約 100 ｍの地点にあったが度
　重なる洪水により現在地に移転したと云い（山田 1965）、慶応四年 (1868 年 ) に神社
　になった。「京

きょうでん

田」は経田のことで寺に寄進された田と思われ、「八幡田」は八幡神社が
　あったか或はその免租田と思われる。「稲荷田」には稲荷神社があった。
　　屋敷地名は「猫子屋敷」「西屋敷」「六

むつ

屋敷」がみられる。天文二十二年 (1553 年 )　
　伊達晴宗公采地下賜録には「ほりとめ在家」「したの在家」「なかほり在家」「をしま在家」
　「たての在家」の在家が記され、天正十三年 (1585 年 ) 北条段銭帳には「たての内在家」
　が記されている。その場所は不明だが、小字名からすると「ほりとめ在家」は「江留」
　付近に、「したの在家」は「舘山下」に、「たての在家」は「舘之内」にあったものか。
　また「たての内在家」は東矢ノ目村にあるとされる。
　　「別所」は、「本村に対し追加開墾を許された土地」、「熊野大社関連の地名」、「蝦夷の
　俘

ふしゅう

囚を住まわせた地」など諸説がある。「大坪」は条里制地名の可能性が考えられる。
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　　③羽付
　　羽付は、かつては羽

は づ き

月村と呼ばれていたと伝わる。山裾の緩斜面に沿って集落が広が
　り、その合間を梨郷堰が西流している。集落の南には南を意味する場合が多い「前」を
　冠する「前田」が広がり、その以南に水田が広がる。水田地帯の中に小字名「高山原」
　という古い自然堤防が北東から南西にかけて延びており、その東側の旧河道とみられる
　付近には、「細田」や「扇田」のような水田の形状に由来する小字名が残る。今次調査
　の範囲外であるが山間部には神社や館跡が立地している。「稲荷下」は稲荷神社の下に

第 10 図　土地利用図　羽付
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第 11 図　羽付の小字名

　位置し、「児子神」には児子神社がある。「手
て し ろ

代山」のテシロは「神の使いの意味」とす
　る説（山形新聞社 2003）があるが、「出城」の可能性についても注意が必要か。「稲荷田」
　は稲荷神社の免田と思われる。「稲荷下１」の北側の山に稲荷神社があり、周囲には稲
　荷を冠する小字名が多い。寛永十五年 (1638 年 ) 御検地羽付村には「柿在家」という
　在家地名が記されているが、「高山原４」の西側が砂塚字掛在家であることから、柿在
　家は掛在家と同じ在家を示すのではないかと思われる。沖郷村史には「稚児神」の北方
　の山に位置する「安部沢」に「安部綱吉が梨郷片岸を経て宮内へ移る。一説には羽付安
　部沢とも伝うが明らかでない」との伝承が記されている。
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　２．梨郷地区
　（１）梨郷地区の概要と特色（第 12図）
　　梨郷地区は、宮内扇状地の西辺に位置する。地区南部の砂塚地区では織機川の右岸の
　自然堤防が発達し、後背湿地を挟んでさらに北側にも大江川や織機川旧河道に沿うと思
　われる複数の古い自然堤防が北東から南西方向に延びている。梨郷地区の集落はこれら
　自然堤防上と山際の緩斜面地に立地している。砂塚地区付近では、地区名が示すとおり
　土地に花崗岩が風化した真砂土が多く混じる。吉野川流域の粘性の高い土壌とは異なる
　砂の多い土壌が特徴である。
　　梨郷地区の南端は織機川（別名：境川、沢入川、池川、池黒川）、西端は最上川（別名：
　松川）が境となる。地区西辺は最上川の蛇行によって入り組んだ複雑な地形になってい
　た。川に近い土地は洪水氾濫地や荒地が多かったとみられ、草地や新しい開拓地が多い。
　　梨郷の地区名の由来は明らかではない。梨郷村史では地区名に関する論考を記してい
　るが、そもそも昔は梨郷村を「根添村」、和田を「東根添」、竹原・梨郷を「西根添」、　
　砂塚を「沖」と言ったとされるが根拠は不明としている。梨郷の山地に多くの城館が確
　認されていることを考えれば、この「根」という言葉は根小屋との関連も考えられる。
　　梨郷の地名は、大永五年（1525 年）伊達稙宗安堵状では「下長井之庄林郷」「林郷
　かた岸」と「林郷」と表記されている。天文七年（1538 年）御段銭古帳以降は「りん
　かう」と記されているものが多い。また、和田の護国山全城院に伝わる古文書では「梨
　江」の文字が見られるという。地名の漢字は当て字であることが多く、漢字には意味が
　ない場合も多く、梨郷の「梨」も同様に当て字と思われる。あえて「林郷」の「林」と
　いう漢字の意をくめば林が多い土の意かと思われるが、「隣郷」や「臨郷」など主たる
　郷の隣に位置する土地の意や、「臨江」のように大きな河に臨む地の意とも考えられる。
　「梨江」という事例もあり、地形的に見れば「臨江」の可能性が高いように思われる。
　地区の中心的な城郭の一つで、平時の居館とされる梨郷南舘がまさに河に臨む位置に　
　あったことも地区名が「臨江」に由来している可能性を示唆しているのかもしれない。
　　梨郷村史では、『寛永元年（1624 年）から「梨郷」になったという説は考えられる』とし、
　梨郷という漢字表記は近世以降に統一的に使用されるようになったものと考えている。
　また、梨郷は下長井に属していたが、明治になって北条郷に編入となった。
　
　（２）梨郷地区の集落・屋敷・館等
　　梨郷地区の中世城館跡は、現在９ヶ所が遺跡となっており（表３）、山裾の緩傾斜地
　～山地に立地するものと平野部に立地するものがある。
　　中心的な城館として、梨郷には梨郷上館（館主：増田興隆・宗繁、『荒井大蔵、藤原
　持時』）や梨郷南館（館主：増田興隆・宗繁）、竹原には割田館（館主：湯村図書、『小
　関（関）兵庫之介』）、和田には片岸館（館主：『片岸右京』）があり、砂塚には島崎館（館
　主：島崎又右衛門行経）があったと伝わる（南陽市教育委員会 1983、『』は実在が不
　明とされる人物））。また、砂塚には近世に安部屋鋪と呼ばれる屋敷があった（米沢市立
　図書館蔵寛政九年絵図）。梨郷地区は他の地区に比べ館主に関する伝承が多く残る。
　　以下、土地利用図で見られる集落・屋敷・館等を記す（第 13 ～ 16 図）。
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梨郷地区

第 12 図　梨郷地区の土地利用図（山間部除く）
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遺跡名 概要
竜樹館跡 主郭は標高 376.6m、麓の龍雲院からの比高 151m である。 県城館遺跡調査では龍の形

に似るとし、龍の頭頂を主郭とし、顔に当たる部分を階段状腰曲輪で固め、口部には長さ
10m、高さ lm の土塁を備えるとされる。城域は南北の長軸 300m、単軸 100m である。

梨郷上館跡 主郭は標高 309m、比高は 100m。城域は麓の根小屋から山頂主郭の奥搦手までの長軸が
500m、短軸は 200m の山城である。築城者は伊達家家臣の増田摂津守興隆と伝わるが、
室町時代中期に藤原朝臣持時、その子、升田津守の居館であったとも云う。

梨郷南館跡 最上川沿いに築かれた平城で圃場整備で消滅した。形は円味を帯びた四角形で東西 85 ～
110m、南北約 105m と広い。水堀で周囲を囲み土塁を築く。郭自体も高く土を盛り、洪
水に備えていた。天正十二年 (1584 年 ) 頃伊達家臣増田摂津守興隆・宗繁父子が築城と云う。
また、字安邊野の石橋裏に大永元年（1521 年）、此舟場安倍ノ館専用と刻されていたとい
う（市史編集資料第 14 号）が、安倍ノ館が南舘を指すのか他に館があったかは分からない。

梨郷小館跡 旧長井街道の道沿いに立地。標高 220m、周囲を水堀で囲む平城である。形は東西 60m
の長四角で内側に土塁を築き、道は南館に通じる。梨郷城とも云う。

割田館跡 館跡は圃場整備で消滅した。標高 220m、平城で主郭は不整台形、周りを広い水堀、内側
には土塁を築く。館主は大江氏の時代に小関 ( 関 ) 兵庫介、伊達氏の頃に湯村図書と伝える。

（県城館遺跡調査では主郭部分のみを館跡と報告している） 
赤松山館跡 館跡は和田字片岸から 500m 程の北の山中にある。主郭の標高は 390m、麓との比高

130m。城域は長軸 220m、単軸 80m。畦状縦堀を有する。 片岸の旧家の文書に「嘉吉の
変 (1441 年 ) で足利義教を誅した赤松満祐の子の一人教康が住みついたか」と記される。

梨郷新館跡 片岸館の南に位置し、標高 230m。圃場整備で遺構はほぼ消滅した。幅 5m ～ 12m の堀
と土塁で固めていた。館主について梨郷村史では「当地長井時代に片岸右京がおったが確
証ない」とある。（県城館遺跡調査では字新館の北端のみを館跡と報告している）

片岸館跡 館は標高 240m。形は東西にのびた四角形で、長軸 105m、単軸 75m ある。梨郷村史に「当
地長井時代 (1115 ～ 1380 年 ) 地頭大江時広の臣片岸右京が館を築く」と記す。また、沖
郷村史では「安部馬右助の先祖が和田の片岸を経て宮内に移ったと云う」と記す。

竃山館跡 主郭は標高 296 ｍ、麓からの比高は 56 ｍである。和田字竈山に所在する。尾根端に子安
観音堂があり、その裏山に曲輪群がある。長軸 185 ｍ、短軸 120 ｍの山城である。

表３　梨郷の城館遺跡

※今次調査は宮内扇状地が調査対象のため、平野地区の
　土地利用図は作成していない。

※黒線：地区境
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梨郷上館
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　①梨郷上館は、梨郷字上館に位置する山城である。梨郷小館、梨郷南館と関連が深いと
　され、明治期の土地利用図からもその様相の一端がうかがえる。城下の位置に町（字酒
　町）が形成されている。梨郷南館は梨郷字館廻に位置し、南館の東に字本館の小字名が
　残る。地名は移動したり広範囲の呼称の一部が残ったりすることから、本館とは梨郷南
　館そのものを指すと推測される。圃場整備で消滅する前は主郭は高台となっており周囲
　を囲む堀跡が水田となって残っていた。館の南や西には最上川の蛇行部や旧河道の跡が
　見られる。梨郷小館は梨郷南館の北に接し、梨郷字粡町・字粡町前に位置する。北辺の
　堀跡が水田となって残る。梨郷南館の根小屋に相当する屋敷があったものか。
　②割田館は、土平川による小扇状地の扇端付近の微高地に立地する。現在は耕地整理で
　失われたが、字限図が作られた当時は主郭を囲む堀跡が水田と畑地になって残存してい
　た。二の曲輪に相当する主郭北側（字酒町２）にも同様の堀跡がみられ、北西角付近に
　はその痕跡が明瞭に残っていた。主郭東方では人為的な地割が不明瞭になるが、宝暦七
　年（1757 年）の大洪水で土平川も氾濫、山抜け泥押しし、現梨郷小学校の敷地はこの
　時流入した堆積土と云うと梨郷村史にあり、この災害が大きく作用していると思われる。
　③梨郷新館は梨郷字新館（字貳反田）に位置する。県城館遺跡調査では字新館の北端の
　みを館跡とする。周辺をみると西側に大堀状の痕跡が水田として残ることから範囲は字
　貳反田まで広がる可能性もあるが、その東側（字新館の南半部）の地割は曖昧である。

第 13 図　梨郷の屋敷や館跡１
①梨郷上館と周辺館

梨郷上館

0 200m

字酒町１

字酒町２

梨郷小館

梨郷南館
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②割田館

水色：堀跡　青色：堰・河川

③梨郷新館

水色：堀跡　青色：堰・河川

第 14 図　梨郷の屋敷や館跡２

主郭

県調査での館の範囲

字新館

字大堀向

字酒町２

（梨郷小学校）

字貳反田
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　④和田字古屋鋪、竹原字中屋敷は、竃山館の南山麓に位置する。明治の字限図では字古
　屋鋪だが、現在は字元屋敷と表記する。明治期には古屋鋪、中屋敷ともに主に畑地になっ
　ている。館に関連した屋敷があったものか。竃山館の伝承もなく不明である。なお、中
　屋敷は昭和十六年（1941 年）に竹原から和田に編入になっている。
　⑤片岸館は、山城である赤松山館南西の山麓、和田字片岸に位置する。山際に長方形状
　の主郭を置き、背面に深い堀を有する。西に堤があり、南側は集落地となっている。
　⑥和田字 宿

しゅく

之東付近は、竃山館南西の緩斜面地である。古道沿いに屋敷が見られる。
　梨郷から羽付に至る道路が「上道」、全城院前を通る古道が「忍道」である。忍道はか
　つては梨郷平

ひ ら の

野から羽付まで続いていたと言われ、梨郷村史の旧道図にも記されている。
　⑦竹原字下

し た ま ち

タ町・天王前は、竜樹山館の南東に位置し、集落の西にある龍雲院付近が竜
　樹山館への登城口となる。字圓

えんぎょうじ

行寺は龍雲院以前にあった寺に由来する。近くの山際に
　は、嘉暦二年大日板碑等の板碑、牛頭天王社や白山神社などの社があり、付近にはこれ
　らに由来する小字名も多い。
　⑧砂塚字塩竃付近は古い自然堤防が広がっており、集落が散在している。砂塚では地区
　の中心となるような城館跡は未確認であるが、字安部に水路等に囲まれた方形区画が見
　られ、寛政九年の絵図では「安部屋鋪」と記されている。
　⑨砂塚字西川前・東川前付近は、織機川の両岸に発達した自然堤防上に集落が立地し、
　字古屋敷の小字名が残る。この付近で織機川は直角に近い角度で河道の向きを幾度も変
　えている。条里制等、何らかの人為的な影響を受けている可能性もあろうか。
　⑩砂塚字下

しもにしごおり

西郡は、織機川と最上川の合流地点付近に広がる自然堤防上に位置する。東
　西方向に長い長方形の畑地の周囲を堀跡状の水田が囲む。館跡や屋敷跡のような区画に
　なっているが、字名は梨郷字上

かみにしごおり

西郡とともに郡衙に関連した地名とも考えられる。郡衙
　関連施設が河川近くに立地する例は多く、郡庁等の郡衙（沖郷地区の郡山遺跡群付近）
　から見て西にあたる場所の郡衙関連施設の所在地という可能性もあろうか。なお、字下
　西郡から東に向うと中落合館跡等の郡山郡衙推定域があり、字下西郡の区画は沖郷条里
　制を延長した場合の坪区画にも概ね一致する。また、字五把野から字上西郡付近には島
　畑状の畑地が分布しており、人工的な地割が多く見られる。字上西郡の西側に字船守、
　字大河がある等、周辺環境からは水運に関連するような遺跡があっても不自然ではない。

⑤片岸館④和田字古屋鋪・竹原字中屋敷
第 15 図　梨郷の屋敷や館跡３

字中屋敷

字古屋敷

片岸館跡



19第 16 図　梨郷の屋敷や館跡４

⑥和田字宿之東等 ⑦竹原字下タ町・天王前

⑧砂塚字塩竃付近

⑨砂塚字西川前・東川前 ⑩梨郷字上西郡・砂塚字下西郡

塩釜神社

字古屋敷
字下西郡

全城院

忍道

上道

字宿之東
龍雲院 字下タ町

字天王前

字圓行寺

字安部

字上西郡

字五把野

字上落付場

字下鼠田

字船守

字大河
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　（３）明治期の土地利用図（梨郷）
　　①梨郷
　　梨郷の平地部は、宮内扇状地西
　側の扇端にあたり、その東半は水
　田地帯で、西半は経塚山と最上川
　に挟まれた緩斜面が山裾を巡る。
　最上川の旧河道（蛇行部）は、「長
　洲賀淵」、「上沼向・小豆田・酒町
　南・中巻１・中嶌」、「中巻２・岡
　野・中巻１」、「中嶌」、「古川」、「館
　廻」南側、「岡野下」南側に見ら
　れる。「安邊野」は人名或は湿地
　地名、「町田河原」は川原、「階

きざはし

」
　は河岸段丘、「押切」は洪水地名。
　「船守」、「大河」は梨郷堰の河道
　に由来か。「巻」は城館に伴う牧
　もあるが、川が巻く（蛇行する）
　の意味であろうか。
　　「宮城」は和名類聚抄に記され
　た古代置賜郡の郷の一つ、宮城郷
　に由来するとされる。「上西郡」　
　は郡衙関連地名で、「六丁目」は
　条里関連地名か。歴史的に地区の
　中心的な館の一つである梨郷南館
　は、激しく蛇行する最上川の川べ
　り（「館廻」「本館」）に立地して
　いる。また、「安邊野」にあった
　石橋の裏には「此舟場安倍ノ館専
　用」「大永元辛巳稔十月」と刻さ
　れていたという（南陽市教育委員
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　会 1985）。安倍ノ館が南館を指す
　のかどうかはわかっていない。
　　在家地名として、大永五年（1525
　年）伊達稙宗安堵状には「朽木林在
　家」、天文二十二年（1553 年）伊
　達晴宗公采地下賜録には「上の在け」
　（梨郷字上町付近か）、「なしのき在
　け」、「まき野在け」、「かう六在け」、
　「なかの在け」（砂塚字中野裏付近　
　か）、「下の在け」（竹原字下タ町付
　近か）、「まちの在け」、「うりはた在
　け」が記されている。
　　「上・下加

が つ き ざ わ

津木沢」は、天正十五
　年（1587 年）の増田宗成寺領寄進
　状で宗成（増田宗繁か）が本覚寺に
　寄進した田地の一つと考えられ、小
　字名はガツギという沼地の植物に由
　来するか或は開基の祭りをするため
　の米をとる開

が っ き だ

基田に由来する可能性
　もある（安彦 1978）。
　　「粡

あらまち

町」は中世の商業地に関する
　地名である。「良

よ つ つ く だ

津々田」は中世の
　荘園領主や荘官、地頭らによる直営
　田を表わす佃

つくだ

に関係するものか。
　　「壇」地名は近世墓地である。「庚
　申檀」は庚申塔に由来すると思われ
　る。「落

お つ け ば

付場」は苧
からむし

を水に漬けてお
　く苧

お つ け ば

漬場、「入
い り う だ

生田」は用水管理の
　ための共同水田である「井料田」の
　ことか。　　

２
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泉

寺

寺
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上
館



　　②竹
たかわら

原
　　北側の山裾に集落が立地し、南に水田地帯が広がる。「千苅田」「割田」付近に方形地
　割が残る。沖郷条里制とは向きが異なるが条里制に関連する地割の可能性もある。同様
　の方形地割は梨郷堰以西に見られる。「宮城１～４」は、和名類聚抄に記された古代置
　賜郡の郷の一つ、宮城郷に由来するとされる。地区の中央（「割田」「酒町２」等）に割
　田館が位置する。「酒町１」や「相ノ町」は明治期には既に集落は無いが、割田館に関
　連した集落があった可能性があろうか。竹原という地名の由来は不明だが、「館」が「竹」
　に転化する事例は多く知られており、「館原」が「竹原」に転化した可能性は考えられる。
　　竹原地区は寺社に由来する地名も多い。「光山寺」は稲荷山光山寺（全城院）のあっ
　た所と云い、「圓

えんぎょうじ

行寺」は龍雲院以前にあった寺である。「天王前」は牛頭天王社に由来
　し、社の前には天王寺という寺があったとも云う。「白

はくさんでん

山田」は白山神社の免租地と思

第 19 図　土地利用図　竹原
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第 20 図　竹原の小字名
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　われる。「稲荷林」「稲荷前」「八幡神社」もそれぞれ神社に由来する。「石仏」は土平か
　らの用水事業に失敗して自刃した上杉藩の家臣を弔った地と伝わるが、元々は現在梨郷
　小学校前に建つ南北朝頃の板碑に由来するものか。「七間地」には「治兵衛壇の東車塚
　塔婆」とも呼ばれた正元元年大日板碑（1259 年）があったが、明治四年に「光山寺２」
　に移転されている。なお、市史編集資料第 17 号の嘉永三年（1850 年）の竹原・七間
　地の絵図では「七間地２」南端付近の道沿いに板碑を思わせる石碑が 1 基描かれている。
　　「竃ケ入」には窯があったか、或は竃に似た地形が由来と思われる。「法界檀」は近世
　墓地を示す地名である。
　　「上・下加

が つ き ざ わ

津木沢」は梨郷にも見られる小字名で、天正十五年（1587 年）の増田宗
　成寺領寄進状で宗成（増田宗繁か）が本覚寺に寄進した田地の一つと考えられる。小字
　名はガツギという沼地の植物に由来するとも思われるが、開基の祭りをするための米を
　とる開

が っ き だ

基田に由来する可能性もある（安彦 1978）。
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　　③和田
　　北の山裾に集落が立地し、その南に水田地帯が広がる。水田の中を二つに分岐した梨
　郷堰が流れ、その両岸に自然堤防が広がる。地元では分岐後に西流する堰をワエイ、南
　西流する堰をカエイと称すると言う。
　　和田の由来は不明だが、「ワタ」は山麓や河のカーブした地形で、山麓の水の湧く所
　を示す。梨郷堰が南に折れる地形等に由来か。「貳反田」「上大田」付近に方形区画がみ
　られ、条里制に関連する地割の可能性もある。「片岸」に片岸館、「新館」付近に梨郷新

第 21 図　土地利用図　和田

 

北方位不明



25第 22 図　和田の小字名
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　館、山中に赤松山館、竃山館が立地する。「七曲り」「館下」は赤松山館に由来し、「根越ケ入」
　はその根小屋に関連する小字名か。「八幡下」は宮浦八幡神社があった地の西にあたる。
　「毘沙門」には毘沙門堂があった。「和光院檀」はかつて天王寺と呼ばれた羽黒修験法印
　に由来し、檀は近世墓地に由来すると思われる。「宝畠」は「たたら畑」の意と思われ、
　「釜場」や「赤土」等からも付近に何らかの生産遺跡がある可能性がある。「宮田」「地蔵田」
　は神社や地蔵講に対する免租地であろう。「安部沢口」は安部綱吉が片岸を経て宮内へ
　移ったという伝承（沖郷村 1973）に関連するものか。



26 第 23 図　土地利用図　砂塚

　　④砂塚
　　砂塚地区は宮内扇状地の西に位置し地区西南には最上川が流れる。地区の中央を織機
　川が東から西へ横断し、その両岸に広く自然堤防が発達している。その右岸のさらに北
　側にも古い自然堤防が東西に延びている。集落はこの古い自然堤防上と織機川の自然堤
　防上に立地している。この織機川が運んできた真砂土を多く含む土が堆積してできた自
　然堤防の様子が砂塚という地区名の由来になったものと思われる。最上川と織機川との
　合流地点の南に河川氾濫地名が多く残る。「押切」は川岸が削られた堤防決壊地名であ
　り、「志田」は荒地、「獅子原」は湿地・土砂崩れ地を示す。「入沼」は蛇行部の短絡地点、
　「江

え こ

湖」は三日月湖である。織機川沿いでは「川
か わ ち

内」が大雨時の浸水地名である。また、
　旧河道を示す地名の「江中」「深田」「腰巻田」が古い河川の流路を示している。「鎌研」
　のカマは鎌のように抉られた地名を示す。地区西辺に「鼠田」と付く小字が多く集まっ
　ている。ネズミ地名には、河川の氾濫を警戒して「寝ずに見守った地」「寝ず田」とい
　う事例もある。天正十五年（1587 年）の増田宗成寺領寄進状では「ねすた」と記され



27第 24 図　砂塚の小字名

　ている。
　　「下西

にしごおり

郡」は梨郷地区の「上西郡」と共に郡衙関連地名と思われる。「掛在家」は在家
　地名である。天文二十二年（1553 年）伊達晴宗公采地下賜録の「なかの在け」は「中野」
　付近にあったものか。砂塚地区では中世城館址は見つかっていないが、市史編集資料第
　10 号では「砂塚原（字「南原」）に伊達家臣の島崎土佐守又右衛門行経が永禄三年（1560
　年）に島崎館を構え住む」との伝承を紹介している。「古屋敷」や方形地割の見られる「安
　部」付近にも屋敷や館跡があった可能性があり、「安部」には少なくとも近世には安部
　屋鋪と呼ばれる屋敷があったことがわかる（米沢市立図書館蔵 寛政九年絵図）。
　　「若宮」には伊達時代に浄土宗の九品堂了西庵という寺があったという。「塩竃」は塩
　釜神社があったことに由来し、「権現堂」「権現前」や「宮之堂」「宮之前」も社に関係
　する。「落付場」は苧

お つ け ば

漬場で、苧
からむし

を刈って乾燥させ、皮がはがれ易いよう流水や池沼に
　漬けておく場所だったと思われる。「江上」は寛文二年（1662 年）頃に開拓され、東
　覚院（後に長井市に移転）があったとされる（南陽市教育委員会 1983）。
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第３章　南陽市（漆山・梨郷・大塚）の小字名及び地名

　市内各地区の小字名、地名を地区別に記録する。その出典の凡例は表４のとおりである。
なお、これによらない場合は文献名を直接記載した。また古文書に見られる在家は、地名
として残っていないものを字名・地名欄に（）で示した。

表４　小字名・地名の出典

年 文献名 記号
1525 伊達稙宗安堵状（大永五年） A
1538 鍋田郷土史（21 頁　天文七年御段銭古帳） B
1553 伊達晴宗公采地下賜録（天文二十二年） C
1585 天正十三年北条段銭帳 D
1638 寛永十五御検地帳羽付村 E
1638 寛永十五年漆山村之内杢之沢須刈田御検地帳 F
1638 寛永拾五年北條之内漆山村御検地帳 G
1638 寛永十五年北條之内荻村御検地帳 H
1638 寛永十五年北条之内赤湯村御検地帳 I
1638 寛永十五年爼柳村検地帳 J
1639 萩生田村寛永拾六年水帳之事 K
1639 寛永十六年爼柳村検地帳 ( 山形県史資料編９) L
1656 明暦二年御狩場之図 Lb
1739 元文四年温泉記（市史編集資料 26 号Ｐ 34） M
1767 明和四年北條之内長瀞村御検地帳 N
1781 鍋田郷土史（17・18 頁　天明元年） O
1786 天明六年文書 P
1790 寛政二年懸入石中山之在釜渡高帳 Q
1791 寛政三年赤湯村本地開改水帳 R
1794 寛政六年松沢村本地開改水帳 S
1824 文政七年金沢村本地開田畑水帳 T
1824 文政七年萱野改革水帳（赤湯町史 268 頁） U
1830 文政十三年田畑売買并当代下書留扣帳 Ub
1843 天保十四年新田村漆反別名寄帳 V
1849 嘉永二年赤湯村本地開改水帳 W
1858 安永五年羽付村田畑名寄帳 Wb

永代売渡申田畑證文之事 X
御林集（日本林制史資料：赤湯町史 345 － 346 頁 Y
温泉記（市史資料集 26 号 49 頁） Z

1874 明治七年地租改正　地価帳　土地台帳写（鍋田邑） aa
1874 ～ 1893 明治七、八、二十六年字限図 ab
1876 明治九年新開掴帳（赤湯町史 360 頁） ac
1938 東置賜郡史（昭和 13・14 年） ad
1938 山形県地名録（昭和 13 年） ae
1968 赤湯町史（昭和 43 年） af
1973 沖郷村史（昭和 48 年） ag
1979 梨郷村史（昭和 54 年） ah
1981 角川日本地名大辞典（昭和 56 年） ai

南陽市地名索引（安達） aj
1990 南陽市史（平成２年） ak
2010 南陽市島貫の歴史（平成 22 年） al
2013 平成 25 年税台帳 am
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１．漆山　（１）漆山の小字名・地名
ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考
漆山 ｳﾙｼﾔﾏ ae,ai
 1 漆山 打越 (G: 打こし ) ｳﾁｺｼ G,ab,ad,ae,ai,ak,am 新山の西方。地滑り地名
 2 漆山 大仏 ｵｵﾎﾞﾄｹ G,ab,ad,ae,ai,ak,am 文和三年阿弥陀板碑
 3 漆山 大仏東 ｵｵﾎﾞﾄｹﾋｶﾞｼ ab,ad,ae,ai,ak,am 大仏の東
 4 漆山 河原 ｶﾜﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 織機川右岸の川原
 5 漆山 上達 ｶﾐﾀﾞﾃ F,G,ab,ad,ae,ai,ak,am 上館か。西に大滝沢館、

川向いに池黒館山館あり
 6 漆山 上横打 ｶﾐﾖｺｳﾁ ab,ad,ae,ai,ak,am ｳﾁ：河川で土地が削れる
 7 漆山 下横打 ｼﾓﾖｺｳﾁ ab,ad,ae,ai,ak,am 〃
 8 漆山 北目 ｷﾀﾒ ab,ad,ae,ai,ak,am 旧河道との分岐先端。北

の免租地か
 9 漆山 五合田 ｺﾞｺﾞｳﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 東寺町の西、西寺町の北
10 漆山 小林 ｺﾊﾞﾔｼ G,ab,ad,ae,ai,ak,am ﾊﾔｼ：流水が早くなる所
11 漆山 曽利橋 (G: そりはし ) ｿﾘﾊｼ G,ab,ad,ae,ai,ak,am 織機川右岸自然堤防と後

背湿地
12 漆山 大根在家 (G: 大こん才け、

大こ才け )
ﾀﾞｲｺﾝｻﾞｲｹ G,ab,ad,ae,ai,ak,am 大根在家

13 漆山 塚原 ﾂｶﾝﾊﾟﾗ 　(ai,am: ﾂｶ
ﾊﾗ )

G,ab,ad,ae,ai,ak,am 塚：古墳の可能性

14 漆山 天王 (ab: 天皇 ) ﾃﾝｵｰ　(am: ﾃﾝﾉｳ ) G,ab,ad,ae,ai,ak,am 牛頭天王社に由来。発掘
調査で屋敷跡と古墳群を
確認

15 漆山 中道 ﾅｶﾐﾁ ab,ad,ae,ai,ak,am 西屋敷の北。織機川右岸
微高地

16 漆山 西田中 ﾆｼﾀﾅｶ G,ab,ad,ae,ai,ak,am 旧河道の分岐地含む低地
17 漆山 東田中 ﾋｶﾞｼﾀﾅｶ G,ab,ai,ak,am 旧河道西岸、微高地有
18 漆山 新山 ﾆﾔﾏ　(ai,am: ﾆｲﾔﾏ ) ab,ad,ae,ai,ak,am 漆山館。「二井山」と記

す絵図もある
19 漆山 （新山在家） ﾆﾔﾏｻﾞｲｹ D 新山在家
20 漆山 東高堰 ﾋｶﾞｼﾀｶｾｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 旧河道東の自然堤防、道

路の東
21 漆山 西高堰 ﾆｼﾀｶｾｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 旧河道東の自然堤防、道

路の西。高塚があった
22 漆山 高堰 ﾀｶｾｷ Ｇ
23 漆山 西寺町 ﾆｼﾃﾗﾏﾁ ab,ad,ae,ai,ak,am 織 機 川 右 岸。 三 堀 寺 が

あった
24 漆山 東寺町 ﾋｶﾞｼﾃﾗﾏﾁ ab,ad,ae,ai,ak,am 畑川右岸。氾濫域・自然

堤防。三堀寺があった
25 漆山 寺町 ﾃﾗﾏﾁ Ｇ 三堀寺があった所
26 漆山 東屋敷 ﾋｶﾞｼﾔｼｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 集落
27 漆山 西屋敷 ﾆｼﾔｼｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 集落
28 漆山 広面 ﾋﾛｵﾓﾃ G,ab,ad,ae,ai,ak,am ﾋﾛ：土地が低く河川氾濫

のあった所。ﾒﾝ：免税地
29 漆山 深ケ沢 ﾌｶｻﾜ ad,ae,ai,ak,am 上達・四ツ谷の西の山
30 漆山 古館 (G: 古達 ) ﾌﾙﾀﾃ G,ab,ad,ae,ai,ak,am 漆山館
31 漆山 細田 ﾎｿﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 河間低地。旧水路跡の細

田有り
32 漆山 谷地中 ﾔﾁﾅｶ G,ab,ad,ae,ai,ak,am 湿地
33 漆山 柳田 ﾔﾅｷﾞﾀ G,ab,ad,ae,ai,ak,am 東屋敷の西。ﾔﾅ：斜面。ｷ ：゙

所。又は田の形状が柳に
似ている、柳の木に由来
など

34 漆山 雪ケ沢 ﾕｷｶﾞｻﾜ ad,ae,ai,ak,am 四ツ谷の西。ﾕｷ：岩、崖
地

35 漆山 四ツ谷 (G: 四や ) ﾖﾂﾔ G,ab,ad,ae,ai,ak,am 織機川が谷から出る地点
36 漆山 浅見沢 ｱｻﾐｻﾜ ad,ae,ai,ak,am ｱｻ：字崩れ地。山水が湧

く湿地
37 漆山 一ノ滝 ｲﾁﾉﾀｷ ad,ae,ai,ak,am 立石の北
38 漆山 三ノ滝 ｻﾝﾉﾀｷ ad,ae,ai,ak,am 大走の北
39 漆山 岩清水 ｲﾜｼﾐｽﾞ ad,ae,ai,ak,am 東大沢二の南。織機川
40 漆山 大石沢 ｵｵｲｼｻﾜ F,ad,ae,ai,ak,am 松ケ沢口の東
41 漆山 小石沢 ｺｲﾜｻﾜ ad,ae,ai,ak,am 松ケ沢口の東
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42 漆山 大掛 ｵｵｶｹ ad,ae,ai,ak,am ｶｹ：山崩れ、崖地
43 漆山 大窪 ｵｵｸﾎﾞ ad,ae,ai,ak,am ｸﾎﾞ：窪地
44 漆山 大沢 ｵｵｻﾜ ad,ae,ai,ak,am 柴沢口～七曲の西
45 漆山 東大沢 ﾋｶﾞｼｵｵｻﾜ ad,ae,ai,ak,am 中沢口～七曲の北
46 漆山 大平 ｵｵﾀｲﾗ ad,ae,ai,ak,am ﾋﾗ：山崩れの起き易い所
47 漆山 大鷹 ｵｵﾀｶ ad,ae,ai,ak,am 大鷹山関連
48 漆山 大滝沢 ｵｵﾀｷｻﾜ ad,ae,ai,ak,am 滝は館の転化の可能性あ

り。採土場
49 漆山 大滝沢口 ｵｵﾀｷｻﾜｸﾞﾁ ad,ae,ai,ak,am 里見坂の北。織機川
50 漆山 大峠 ｵｵﾄｳｹﾞ F,ad,ae,ai,ak,am 見沢の西。上伊佐沢への

道有り
51 漆山 大峠前 ｵｵﾄｳｹﾞﾏｴ ad,ae,ai,ak,am
52 漆山 大走 ｵｵﾊｼﾘ ad,ae,ai,ak,am 一の滝の北。上松ケ沢の

東
53 漆山 大畑 ｵﾂﾊﾟﾀｹ　(ai: ｵｵﾊﾀ ) ad,ae,ai,ak,am 七曲の北。織機川
54 漆山 大葉柳 ｵｵﾊﾞﾔﾅｷﾞ　(ai: ｵｵﾊﾔ

ﾅｷﾞ )
ad,ae,ai,ak,am 矢ノ沢への道沿い。ﾔﾅｷ ：゙

斜面地
55 漆山 関ノ下 (ai: 関下 ) ｾｷｼﾀ ad,ai,ak,am
56 漆山 鎌ケ沢 (F: 釜ケ沢 ) ｶﾏｶﾞｻﾜ F,ad,ae,ai,ak,am 唐保の北東
57 漆山 上柴沢 ｶﾐｼﾊﾞｻﾞﾜ ad,ae,ai,ak,am 矢ノ沢口東の西。広い谷。

小須刈田に続く道あり
58 漆山 上立石 ｶﾐﾀﾃｲｼ ad,ae,ai,ak,am 隣地に字館石。これらも

館関連地名か59 漆山 立石 ﾀﾃｲｼ ae,ai
60 漆山 唐保 ｶﾗﾎ ad,ae,ai,ak,am 見沢の北。織機川
61 漆山 橘沢 (ai: 橘ケ沢 ) ｷﾂｻ　(ai,am: ｷﾂｶﾞｻ

ﾜ )
ad,ae,ai,ak,am 下田の北東。ｷﾂﾞ：地崩

れ地形
62 漆山 木戸場 ｷﾄﾞﾊﾞ ad,ae,ai,ak,am 大滝沢口の北。織機川
63 漆山 木粡沢 ｷﾔﾗｻﾜ　(ai: ｷｷﾘｻﾜ、

am: ｷｱﾗｻﾜ )
ad,ae,ai,ak,am 大沢三の中

64 漆山 調法沢 ﾁﾖｳﾎｻﾞ　(ae,af: ｷﾖ
ｳﾎｻﾞ、ai: ﾁﾖｳﾎｳｻﾜ、
am: ﾁﾖｵﾎｵｻﾞｱﾜ )

ad,ae,ai,ak,am 貞白森の北東。矢ノ沢へ
の道沿い

65 漆山 熊ケ沢 ｸﾏｶﾞｻﾜ ad,ae,ai,ak,am 熊ケ沢口の西
66 漆山 熊ケ沢口 ｸﾏｶﾞｻﾜｸﾞﾁ ad,ae,ai,ak,am 後藤名出の北。織機川
67 漆山 後藤名出 (F: 後藤なて ) ｺﾞﾄｳﾅﾃﾞ F,ad,ae,ai,ak,am 山の神の北。織機川
68 漆山 小仏沢 ｵﾎﾞﾄｹｻﾜ ad,ae,ai,ak,am 山ノ神の北の山
69 漆山 駒ケ沢 (F: こまか沢） ｺﾏｶﾞｻﾜ F,ad,ae,ai,ak,am 備後館の西。館関連か
70 漆山 後連畑 ｺﾞﾚﾝﾊﾞﾀｹ　(am: ｺﾞﾚ

ﾝﾊﾞﾀ )
ad,ae,ak,am 石清水の西。織機川

71 漆山 笹子平 ｻｻｺﾞﾀｲﾗ ad,ae,ai,ak,am 笹子平遺跡
72 漆山 里見坂 ｻﾄﾐｻｶ ad,ae,ai,ak,am 雪ケ沢の東。織機川
73 漆山 三本谷 ｻﾝﾎﾞﾝﾔ ad,ae,ai,ak,am
74 漆山 鴨ケ岡 (ai: 鴨岡 ) ｼｷﾞｶﾞｵｶ　(ai: ｶﾓｵｶ ) ad,ae,ai,ak,am 熊ケ沢口の北。ｼｷ ：゙剥ぐ。

地滑り地名
75 漆山 上鴨ケ岡 ｶﾐｼｷﾞｶﾞｵｶ ad,ae,ai,ak,am
76 漆山 柴沢口 ｼﾊﾞｻﾜｸﾁ ad,ae,ai,ak,am 矢ノ沢口東の北西
77 漆山 下小沢 ｼﾓｺｻﾞﾜ ad,ae,ai,ak,am 駒ケ沢の北
78 漆山 下田 ｼﾓﾀﾞ F,ad,ae,ai,ak,am 松ケ沢の北。織機川
79 漆山 下平田 ｼﾓﾋﾗﾀ ad,ae,ai,ak,am 下田の西
80 漆山 菖蒲沢 ｼﾖｳﾌﾞｻﾜ ad,ae,ai,ak,am 唐保の西
81 漆山 東須刈田 ﾋｶﾞｼｽｶﾞﾘﾀﾞ ad,ae,ai,ak,am 須刈田の東
82 漆山 西須刈田 ﾆｼｽｶﾞﾘﾀﾞ ad,ae,ai,ak,am 須刈田の西
83 漆山 南須刈田 ﾐﾅﾐｽｶﾞﾘﾀﾞ ad,ae,ai,ak,am 東須刈田の南
84 漆山 北須刈田 ｷﾀｽｶﾞﾘﾀﾞ ad,ae,ai,ak,am 備後館～下田の西
85 漆山 須苅田 (F: すかり田 ) ｽｶﾞﾘﾀﾞ F,ae,ai,am 須刈田前の南
86 漆山 小須刈田 (F: 小すかり田 ) ｺｽｶﾞﾘﾀﾞ F,ad,ae,ai,ak,am 南須刈田の南
87 漆山 須刈田前 ｽｶﾞﾘﾀﾞﾏｴ ad,ae,ai,ak,am 駒ケ沢の南西
88 漆山 東館岩 (F: 東立岩 ) ﾋｶﾞｼﾀﾃｲﾜ F,ad,ae,ai,ak,am 城館地名か、自然の立岩

か89 漆山 中館岩 (F: 中立岩 ) ﾅｶﾀﾃｲﾜ F,ad,ae,ai,ak,am
90 漆山 西館岩 (F: 西立岩 ) ﾆｼﾀﾃｲﾜ F,G,ad,ae,ai,ak,am
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91 漆山 館岩 ﾀﾃｲﾜ F,ae,ai,am 城館地名か立岩か
92 漆山 館ケ沢 ﾀﾃｶﾞｻﾜ ad,ae,ai,ak,am 羽付境。深沢の西。新山

の後方の山。城館地名
93 漆山 地蔵前 ｼﾞｿﾞｳﾏｴ ad,ae,ai,ak,am 菖蒲沢の北
94 漆山 造道 (aj: つくりみち ) ﾂｸﾘﾐﾁ ad,ae,ai,aj,ak,am
95 漆山 手白森 ﾃｼﾛﾓﾘ ad,ae,ai,ak,am 矢ノ沢への道沿い。池黒

の貞白森の東。ﾃｼﾛ：神
の使いの棲む森と云う

96 漆山 手白森山 (ai: 手白山 ) ﾃｼﾛﾓﾘﾔﾏ ad,ae,ai,ak,am
97 漆山 寺刈場下 ﾃﾗｶﾘﾊﾞｼﾀ ad,ae,ai,ak,am
98 漆山 寺刈林下 ﾃﾗｶﾘﾊﾔｼｼﾀ ad,ae,ai,ak,am
99 漆山 鯲沢 ﾄﾞｼﾞﾖｳｻﾜ ad,ae,ai,ak,am 池黒字鯲沢への飛び地
100 漆山 中沢口 ﾅｶｻﾞﾜｸﾞﾁ ad,ae,ai,ak,am 柴沢口の北西。織機川
101 漆山 中沢 ﾅｶｻﾜ ai
102 漆山 長畑 ﾅｶﾞﾊﾀ ad,ae,ai,ak,am
103 漆山 七曲り ﾅﾅﾏｶﾞﾘ ad,ae,ai,ak,am 後連畑の北。織機川
104 漆山 仁田 ﾆﾀ　(ai: ﾆｲﾀﾞ ) ad,ae,ai,ak,am ﾆﾀ：山水の染み出る所
105 漆山 仁田尻 ﾆﾀｼﾘ ad,ae,ai,ak,am
106 漆山 沼平 ﾇﾏﾉﾀﾞｲﾗ ad,ae,ai,ak,am
107 漆山 備後館 (F: 備後立 ) ﾋﾞﾝｺﾞﾀﾞﾃ F,ad,ae,ai,ak,am 備後館。須刈田との分か

れ道
108 漆山 備後館下 ﾋﾞﾝｺﾞﾀﾞﾃｼﾓ ad,ae,ai,ak,am 大畑の北。織機川。備後

館の南
109 漆山 二タ又 ﾆﾀﾏﾀ ad,ak ﾆﾀ：山水の染み出る所
110 漆山 北沢 ｷﾀﾜｻ ad,ak
111 漆山 南沢 ﾐﾅﾐｻﾜ ad,ak
112 漆山 二又北沢 ﾌﾀﾏﾀｷﾀｻﾜ ae,ai,am 後連畑の西
113 漆山 二又南沢 ﾌﾀﾏﾀﾐﾅﾐｻﾜ ae,ai,am 〃
114 漆山 稗田 ﾍｲﾀﾞ　(ai,am: ﾋｴﾀﾞ ) G,ad,ae,ai,ak,am
115 漆山 東稗田 ﾋｶﾞｼﾋｴﾀﾞ ai
116 漆山 上松ケ沢 ｶﾐﾏﾂｶﾞｻﾜ ad,ae,ai,ak,am 松ケ沢～見沢の東
117 漆山 下松ケ沢 ｼﾓﾏﾂｶﾞｻﾜ ad,ae,ai,ak,am 大畑～松ケ沢口の東
118 漆山 松ケ沢 (F: まつか沢 ) ﾏﾂｶﾞｻﾜ F,ae,ai,am 松ケ沢口の北東
119 漆山 松ケ沢口 ﾏﾂｶﾞｻﾜｸﾞﾁ ad,ae,ai,ak,am 備後館の北。織機川
120 漆山 見沢 ﾐｻﾜ ad,ae,ai,ak,am 下田の北。織機川
121 漆山 水上 ﾐｽﾞｶﾐ F,ad,ae,ai,ak,am 須刈田の東。東須刈田の

中
122 漆山 水無 ﾐｽﾞﾅｼ ad,ae,ai,ak,am 池黒字水無への飛び地
123 漆山 東杢ノ沢 ﾋｶﾞｼﾓｸﾉｻﾜ ad,ae,ai,ak,am 唐保～館岩の東
124 漆山 西杢ノ沢 ﾆｼﾓｸﾉｻﾜ ad,ae,ai,ak,am 館岩の西
125 漆山 杢ノ沢 ﾓｸﾉｻﾜ ae,ai,am 地蔵前の北
126 漆山 本左沢 ﾓﾄｱﾃﾗｻﾞ　(ai: ﾓﾄｻｻﾞ

ﾜ、am: ﾓﾄｱﾃﾗｻﾞﾜ )
ad,ae,ai,ak,am 山の神南の北の山。ｱﾃ：

洪水の危険性のある川

127 漆山 焼ノ下 ﾔｹﾉｼﾀ ad,ae,ai,ak,am 野焼関連か
128 漆山 焼ノ平 ﾔｹﾉﾀｲﾗ　(ai: ﾔｷﾉﾀｲ

ﾗ )
ad,ae,ai,ak,am 〃

129 漆山 焼ノ平下 ﾔｹﾉﾀｲﾗｼﾓ ad,ae,ai,ak,am 〃
130 漆山 屋敷沢 ﾔｼｷｻﾜ ad,ae,ai,ak,am 調法沢の北東。矢ノ沢へ

の道沿い
131 漆山 屋敷沢口 ﾔｼｷｻﾜｸﾞﾁ am 屋敷沢の北東。矢ノ沢へ

の道沿い
132 漆山 屋敷浦 ﾔｼｷｳﾗ G,am 屋敷の裏
133 漆山 南矢ノ沢 ﾐﾅﾐﾔﾉｻﾜ ad,ae,ai,ak,am 矢ノ沢の西
134 漆山 北矢ノ沢 ｷﾀﾔﾉｻﾜ ad,ae,ai,ak,am
135 漆山 矢ノ沢 ﾔﾉｻﾜ F,ae,ai,am 元集落地
136 漆山 矢ノ沢口東 ﾔﾉｻﾜｸﾞﾁﾋｶﾞｼ ad,ae,ai,ak,am 矢ノ沢口西の北。織機川
137 漆山 矢ノ沢口西 ﾔﾉｻﾜｸﾞﾁﾆｼ ad,ae,ai,ak,am 鴫ケ岡の北。織機川
138 漆山 山ノ神 ﾔﾏﾉｶﾐ ad,ae,ai,ak,am 山ノ神
139 漆山 山ノ神南 ﾔﾏﾉｶﾐﾐﾅﾐ ad,ae,ai,ak,am 譲沢口の北。織機川
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140 漆山 譲沢 ﾕﾂﾞﾘｻﾞ　(ai: ﾕｽﾞﾘｻ

ﾜ、am: ﾕｽﾞﾘｻﾞﾜ )
ad,ae,ai,ak,am 譲沢口の北の沢

141 漆山 譲沢口 (ae: 譲澤 ) ﾕﾂﾞﾘｻｸﾞﾁ　(ai: ﾕｽﾞﾘ
ｻﾜｸﾞﾁ )

ae,ai,am 木戸場の北。織機川

142 漆山 四ツ坪 ﾖﾂﾂﾎﾞ ad,ae,ai,ak,am 壺のような地形か
143 漆山 前田 ﾏｴﾀ F,ab,ai,am 旧水路跡の細田あり
144 漆山 備後塚 ﾋﾞﾝｺﾞﾂﾞｶ G,ab,ai,am 備 後 三 郎 の 首 塚 と 伝 え

る。中世墓地、曲物片、
一字一石経出土

145 漆山 向入 ﾑｶｲｲﾚ ai,am
146 漆山 館石 ﾀﾃｲｼ am 城館地名か
147 漆山 早坂 ﾊﾔｻｶ ai,am
148 漆山 李沢 ｽﾓﾓｻﾞﾜ　(ai: ｼﾓﾓｻﾜ ) ai,am ｽﾓﾓ：地滑りで窄められ

た地
149 漆山 赤坂 ｱｶｻｶ am
150 漆山 岩倉 ｲﾜｸﾗ ai 岩倉神社
151 漆山 蛇見沢 ﾍﾋﾞﾐｻﾜ ai 蛇：土石流地名
152 漆山 藤面沢 ﾄｳﾒﾝｻﾜ ai
153 漆山 大乱 ｵｵﾐﾀﾞﾚ ai 災害地名
154 漆山 割沢 ﾜﾘｻﾜ ai
155 漆山 評判平 ﾋｮｳﾊﾞﾝﾀｲﾗ ai
156 漆山 闕ノ下 ｶﾞｹﾉｼﾀ ae,ai 崖地名
157 漆山 苗代 ﾅﾜｼﾛ F
158 漆山 とうの前 ﾄﾞｳﾉﾏｴ F,G 堂の前
159 漆山 平兵衛作り ﾍｲﾍﾞｴﾂﾞｸﾘ F 人名
160 漆山 屋敷の上 ﾔｼｷﾉｳｴ F
161 漆山 屋敷の入 ﾔｼｷﾉｲﾘ F
162 漆山 かミ ｶﾐ F
163 漆山 小沢 ｺｻﾞﾜ F
164 漆山 むかい ﾑｶｲ F
165 漆山 しつの上 ｼﾂﾉｳｴ F,G 清水ノ上か
166 漆山 勘五郎作 ｶﾝｺﾞﾛｳﾂﾞｸﾘ F 人名
167 漆山 たての下 ﾀﾃﾉｼﾀ F 館の下
168 漆山 達の下 ﾀﾂﾉｼﾀ F 館の下や滝の下か
169 漆山 達の内 ﾀﾂﾉｳﾁ F 館の内や滝の内か
170 漆山 内達 ｳﾁﾀﾞﾃ F,G 内館か
171 漆山 こや立 ｺﾔﾀﾞﾃ F 小屋館（城館地名）か
172 漆山 八三作 ﾊﾁｻﾝﾂﾞｸﾘ？ F 人名
173 漆山 作三作 ｻｸｿﾞｳﾂﾞｸﾘ F 人名
174 漆山 作蔵作 ｻｸｿﾞｳﾂﾞｸﾘ F 人名
175 漆山 作助作り ｻｸｽｹﾂﾞｸﾘ F 人名
176 漆山 のゝ田 ﾉﾉﾀ F
177 漆山 くりの木下 ｸﾘﾉｷｼﾀ F
178 漆山 くりの木ふん ｸﾘﾉｷﾌﾞﾝ F,G
179 漆山 くりの木た ｸﾘﾉｷﾀ G
180 漆山 栗分 ｸﾘﾜｹ G
181 漆山 栗た（くりた） ｸﾘﾀ G
182 漆山 七郎左ｴ門 ｼﾁﾛｳｻﾞｴﾓﾝ F 人名
183 漆山 大ふけ ｵｵﾌｹ F ﾌｹ：湿地、沼だった所
184 漆山 下（しも） ｼﾓ F
185 漆山 きつつか沢 ｷﾂﾂｶｻﾞﾜ F
186 漆山 清三郎作 ｾｻﾌﾞﾛｳﾂﾞｸﾘ F 人名
187 漆山 八沢 ﾔﾂｻﾞﾜ F
188 漆山 下杢沢 ｼﾓﾓｸﾉｻﾜ F
189 漆山 坂の内 ｻｶﾉｳﾁ F
190 漆山 こまいた沢 ｺﾏｲﾀｻﾞﾜ F
191 漆山 二股沢 ﾌﾀﾏﾀｻﾞﾜ F
192 漆山 しば沢 ｼﾊﾞｻﾞﾜ F 柴沢
193 漆山 与三作り ﾖｻﾝﾂﾞｸﾘ F 人名
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194 漆山 孫左ｴ門作り ﾏｺﾞｻﾞｴﾓﾝﾂﾞｸﾘ F 人名
195 漆山 ゑぼし石 ｴﾎﾞｼｲｼ F 烏帽子石
196 漆山 東沢口 ﾋｶﾞｼｻﾞﾜｸﾞﾁ F
197 漆山 二まい田 ﾆﾏｲﾀ F 二枚田
198 漆山 二まいた上 ﾆﾏｲﾀｳｴ F 二枚田上
199 漆山 二枚田沢 ﾆﾏｲﾀﾞｻﾞﾜ F
200 漆山 東 ﾋｶﾞｼ F
201 漆山 又七郎作り ﾏﾀｼﾁﾛｳﾂﾞｸﾘ F 人名
202 漆山 惣八郎作り ｿｳﾊﾁﾛｳﾂﾞｸﾘ F 人名
203 漆山 きようか沢 ｷｮｳｶﾞｻﾜ F 経ケ沢か
204 漆山 ふかた ﾌｶﾀﾞ F,G 深田
205 漆山 源蔵作り ｹﾞﾝｿﾞｳﾂﾞｸﾘ F 人名
206 漆山 おんのふれ ｵﾝﾉﾌﾚ F
207 漆山 兵吉作り ﾍｲｷﾁﾂﾞｸﾘ F 人名
208 漆山 かのとき石 ｶﾉﾄｷｲｼ F
209 漆山 つきの沢 ﾂｷﾉｻﾜ F
210 漆山 稗田ノ入 ﾋｴﾀﾞﾉｲﾘ F
211 漆山 弥左ｴ門作り ﾔｻﾞｴﾓﾝﾂﾞｸﾘ F 人名
212 漆山 壇の前（段ノ前） ﾀﾞﾝﾉﾏｴ F,G
213 漆山 東はなし ﾋｶﾞｼﾊﾞﾅｼ F
214 漆山 小山ノ前 ｵﾔﾏﾉﾏｴ F
215 漆山 李平 ｽﾓﾓﾀﾞｲﾗ F ｽﾓﾓ：地滑りで窄められ

た地
216 漆山 山崎 ﾔﾏｻﾞｷ F
217 漆山 藤地 ﾌｼﾞﾁ F ﾌｼﾞ：山裾を引いた地形
218 漆山 はけの下 ﾊｹﾉｼﾀ F,G ﾊｹ：崖、禿地
219 漆山 道ノ下 ﾐﾁﾉｼﾀ F
220 漆山 丸□の内 ﾏﾙ（　）ﾉｳﾁ F □：不明
221 漆山 ふちの内 ﾌﾁﾉｳﾁ F
222 漆山 はし本 ﾊｼﾓﾄ F 橋本
223 漆山 新貴 ｼﾝｷ F
224 漆山 小林前 ｺﾊﾞﾔｼﾏｴ F
225 漆山 小林分 ｺﾊﾞﾔｼﾌﾞﾝ F
226 漆山 十郎右エ門作り ｼﾞｭｳﾛｳｳｴﾓﾝﾂﾞｸﾘ F
227 漆山 やくしノ前 (G: やくし前 ) ﾔｸｼﾉﾏｴ F,G 薬師の前
228 漆山 堂ノ前 ﾄﾞｳﾉﾏｴ F,G
229 漆山 前畠 ﾏｴﾊﾞﾀｹ F
230 漆山 新山口 ﾆﾔﾏｸﾞﾁ F
231 漆山 ミミとり分 ﾐﾐﾄﾘﾌﾞﾝ F,G
232 漆山 ミミとり原 ﾐﾐﾄﾘﾊﾗ G
233 漆山 そら沢 ｿﾗｻﾞﾜ F
234 漆山 関の上 ｾｷﾉｳｴ F
235 漆山 はつしの沢 ﾊﾂｼﾉｻﾞﾜ G
236 漆山 内たて ｳﾁﾀﾞﾃ G 内館か
237 漆山 沢なし ｻﾜﾅｼ G
238 漆山 山岸（山きし） ﾔﾏｷﾞｼ G
239 漆山 いなり沢口 ｲﾅﾘｻﾜｸﾞﾁ G 稲荷沢口
240 漆山 山ノ下 ﾔﾏﾉｼﾀ G
241 漆山 まハりと ﾏﾊﾘﾄ G 廻戸か
242 漆山 一上畠 ｲﾁｼﾞｮｳﾊﾞﾀｹ G ｲﾁｼﾞｮｳ：一条からの転化

にも注意が必要か
243 漆山 くわ畠（くわはた） ｸﾜﾊﾞﾀ G 桑畠
244 漆山 くわはた作り ｸﾜﾊﾞﾀﾂﾞｸﾘ G 桑畠作り
245 漆山 くわ原 ｸﾜﾊﾗ G 桑原
246 漆山 入小林 ｲﾘｺﾊﾞﾔｼ G
247 漆山 ヲノ ｵﾉ G
248 漆山 十郎右エ門 ｼﾞｭｳﾛｳｳｴﾓﾝ G 人名
249 漆山 丹後屋敷 ﾀﾝｺﾞﾔｼｷ G
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250 漆山 やくし堂田 ﾔｸｼﾄﾞｳﾃﾞﾝ G 薬師堂田
251 漆山 才ス堂 ｻｲｽﾄﾞｳ G 才津堂。参考：川西町に

は妻頭神社あり
252 漆山 十文字 ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞ G
253 漆山 砂田（すなた） ｽﾅﾀ G 砂の堆積地
254 漆山 先立 ｾﾝﾀﾞﾂ G
255 漆山 千達作 ｾﾝﾀﾞﾂﾂﾞｸﾘ G
256 漆山 下道 ｼﾀﾐﾁ G
257 漆山 くねつま ｸﾈﾂﾏ G 曲（ｸﾈ）か。又はｸﾈ：土

地が隆起して通過を妨げ
ている所

258 漆山 大しつ ｵｵｼﾂ G
259 漆山 石田 ｲｼﾀﾞ G 石の多い田
260 漆山 源六 ｹﾞﾝﾛｸ G 人名か
261 漆山 川原（かわら） ｶﾜﾗ G 河川
262 漆山 川原前 ｶﾜﾗﾏｴ G
263 漆山 北メ ｷﾀﾒ G 北免か（免税地）
264 漆山 北メヲノ ｷﾀﾒｵﾉ G
265 漆山 土堂 ﾂﾁﾄﾞｳ G
266 漆山 カキツマ ｶｷﾂﾏ G
267 漆山 寺ノ田 ﾃﾗﾉﾀ G 寺社の免税地
268 漆山 遠やしき ﾄｵﾔｼｷ G 遠屋敷
269 漆山 にし ﾆｼ G 西
270 漆山 前 ﾏｴ G
271 漆山 道上 ﾐﾁﾉｳｴ G
272 漆山 越廻り ｺｼﾏﾜﾘ G
273 漆山 平右衛門 ﾋﾗｳｴﾓﾝ G 人名
274 漆山 かしん作り ｶｼﾝﾂﾞｸﾘ G
275 漆山 酒しやう塚（坂しやう塚） ｻｶｼｮｳﾂﾞｶ G 塚があったか
276 漆山 ふかつた ﾌｶﾂﾀ G
277 漆山 外やしき ｿﾄﾔｼｷ G 外屋敷
278 漆山 小野作（おの作） ｵﾉﾂﾞｸﾘ G
279 漆山 小ノ ｵﾉ G 小野
280 漆山 白山堂 ﾊｸｻﾝﾄﾞｳ G 白山神社
281 漆山 たうてん ﾀｳﾃﾝ G 堂田（免税地か）
282 漆山 やたうない ﾔﾀｳﾅｲ G
283 漆山 外畠 ｿﾄﾊﾞﾀｹ G
284 漆山 南 ﾐﾅﾐ G
285 漆山 与一 ﾖｲﾁ G 人名
286 漆山 与一作 ﾖｲﾁﾂﾞｸﾘ G 人名
287 漆山 こつてんわう（こつ天王） ｺﾂﾃﾝｵｳ G 牛頭天王
288 漆山 天王十郎右衛門 ﾃﾝﾉｳｼﾞﾛｳｳｴﾓﾝ G 人名
289 漆山 竹原（竹わら） ﾀｶﾜﾗ G 館原か
290 漆山 水樋越（水樋こし、とよこし）ﾄﾖｺｼ G 水路
291 漆山 ままの上 ﾏﾏﾉｳｴ G 崖の上
292 漆山 高付 ﾀｶﾂｷ G
293 漆山 西高付 ﾆｼﾀｶﾂｷ G
294 漆山 東高付 ﾋｶﾞｼﾀｶﾂｷ G
295 漆山 畠添 ﾊﾀｹｿﾞｴ G
296 漆山 ミそおけふん ﾐｿｵｹﾌﾞﾝ G
297 漆山 たいせい作（たいせ作） ﾀｲｾｲﾂﾞｸﾘ G 多勢作か
298 漆山 水くほ ﾐｽﾞｸﾎﾞ G 水窪
299 漆山 高まま ﾀｶﾏﾏ G ﾏﾏ：崖
300 漆山 七つ畝 ﾅﾅﾂｳﾈ G
301 漆山 大覚屋敷 ﾀﾞｲｶﾞｸﾔｼｷ G
302 漆山 内蔵助作 ｳﾁｸﾗﾉｽｹﾂﾞｸﾘ G 人名
303 漆山 くらの助作 ｸﾗﾉｽｹﾂﾞｸﾘ G
304 漆山 よこおち（横おち） ﾖｺｵﾁ G
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305 漆山 一枚五十かり ｲﾁﾏｲｺﾞｼﾞｭｳｶﾘ G 刈は中世年貢上納に係る

水田面積306 漆山 廿五束かり ﾆｼﾞｭｳｺﾞｿｸｶﾞﾘ G
307 漆山 明神堂 ﾐｮｳｼﾞﾝﾄﾞｳ G 明神堂
308 漆山 杉ノ下 ｽｷﾞﾉｼﾀ G
309 漆山 石はし ｲｼﾊﾞｼ G 石橋
310 漆山 せみ作 ｾﾐﾂﾞｸﾘ G
311 漆山 たのかミ（田ノ神） ﾀﾉｶﾐ G 田の神を祀っていたか
312 漆山 かつさ作 ｶﾂｻﾂｸﾘ G 人名
313 漆山 よもき田 ﾖﾓｷﾞﾀﾞ G 植物名。ﾖﾓｷﾞ : 崩壊地名
314 漆山 蓮田 ﾊｽﾀﾞ G
315 漆山 ゑ末（江末） ｴｽｴ G
316 漆山 ゑなし ｴﾅｼ G 江無
317 漆山 ゑかみ ｴｶﾐ G 江上
318 漆山 ノキハ ﾉｷﾞﾜ G
319 漆山 ひやけ ﾋﾔｹ G
320 漆山 七合田 ｲﾁｺﾞｳﾀﾞ G
321 漆山 水押 ﾐｽﾞｵｼ G 洪水地名
322 漆山 北田 ｷﾀﾀﾞ G
323 漆山 たいし堂 ﾀｲｼﾄﾞｳ G 大師堂又は太子堂
324 漆山 川前 ｶﾜﾏｴ G
325 漆山 源左エ門作 ｹﾞﾝｻﾞｴﾓﾝﾂﾞｸﾘ G 人名
326 漆山 まとば ﾏﾄﾊﾞ G 的場、武芸の練習場
327 漆山 彦作つくり ﾋｺｻｸﾂﾞｸﾘ G 人名
328 漆山 ほた田 ﾎﾀﾀﾞ G ﾎﾀﾞ：湿地
329 漆山 カきハ ｶｷﾊﾞ G
330 漆山 ありはる ｱﾘﾊﾙ G
331 漆山 ほり ﾎﾘ G
332 漆山 ヤシキツマ ﾔｼｷﾂﾞﾏ G 屋敷妻
333 漆山 しつばた ｼﾂﾊﾞﾀ G 清水端か
334 漆山 出畠 ﾃﾞﾊﾞﾀｹ G
335 漆山 ヤンキ添 ﾔﾝｷｿﾞｴ G
336 漆山 いへノ前 ｲｴﾉﾏｴ G
337 漆山 横道 ﾖｺﾐﾁ G
338 漆山 ほんきん作 ﾎﾝｷﾝﾂﾞｸﾘ G
339 漆山 長おもて ﾅｶﾞｵﾓﾃ G 長表
340 漆山 二郎左エ門作 ｼﾞﾛｳｻﾞｴﾓﾝﾂﾞｸﾘ G 人名
341 漆山 孫右エ門作 ﾏｺﾞｳｴﾓﾝﾂﾞｸﾘ G 人名
342 漆山 ひはりた ﾋﾊﾞﾘﾀﾞ G 雲雀田
343 漆山 ヒハコシ ﾋﾊﾞｺｼ G
344 漆山 ノ添 ﾉｿﾞｴ G 野添
345 漆山 くわんおん堂 ｶﾝﾉﾝﾄﾞｳ G 観音堂
346 漆山 川向 ｶﾜﾑｶｲ G
347 漆山 法師柳 ﾎｳｼﾔﾅｷﾞ G
348 漆山 田畠作 ﾀﾊﾞﾀﾂﾞｸﾘ G
349 漆山 寺田 ﾃﾗﾀﾞ G 寺社の免税地
350 漆山 ひふんこ作 ﾋﾌﾞﾝｺﾞﾂﾞｸﾘ G
351 漆山 あなた ｱﾅﾀ G 穴田
352 漆山 大たき ｵｵﾀｷ G 大滝
353 漆山 屋敷前 ﾔｼｷﾏｴ G
354 漆山 寺ノ下 ﾃﾗﾉｼﾀ G
355 漆山 しつの前 ｼﾂﾉﾏｴ G 清水の前
356 漆山 一枚さハリ ｲﾁﾏｲｻﾜﾘ G
357 漆山 かち作 ｶﾁﾂﾞｸﾘ G
358 漆山 新右エ門作 ｼﾝｳｴﾓﾝﾂﾞｸﾘ G 人名
359 漆山 太郎兵エ作 ﾀﾛﾍﾞｴﾂﾞｸﾘ G 人名
360 漆山 ヤノメわたと ﾔﾉﾒﾜﾀﾄﾞ G
361 漆山 小林ノ下 ｺﾊﾞﾔｼﾉｼﾀ G
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ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考
池黒 ｲｹｸﾞﾛ ae,ai
 1 池黒 一本木 ｲﾂﾎﾟﾝｷﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 地区の南東端
 2 池黒 井戸尻 ｲﾄﾞｼﾞﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 井戸の底のような地形。

低湿地
 3 池黒 江留 ｴﾄﾒ　(am: ｴﾄﾞﾏﾘ ) ab,ad,ae,ai,ak,am 江は入江、川。中落合運

河の北
 4 池黒 （ほりとめ在け） ﾎﾘﾄﾒｻﾞｲｹ C NO3 に関係か。堀留在家
 5 池黒 扇田 ｵｳｷﾞﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am ｵｳｷﾞ：河川土砂堆積地
 6 池黒 大坪 ｵｵﾂﾎﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 西屋敷の北。大きい坪又

はﾂﾎﾞ（窪む地形）
 7 池黒 鬼二百苅 ｵﾆﾆﾋﾔｸｶﾞﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 刈は中世年貢上納に係る

水田面積。鬼は大きく異
形なものに付く冠詞

 8 池黒 上之平 (am: 上ノ平） ｳｴﾉﾀｲﾗ ad,ae,ai,ak,am 山頂に別所館、池黒館山
館あり

 9 池黒 川原 ｶﾜﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 旧河道分岐地近辺
10 池黒 観音前 ｶﾝﾉﾝﾏｴ ab,ad,ae,ai,ak,am 羽黒神社・観音堂有り
11 池黒 木 の 実 小 屋　(ad,ae: 木 ノ

室小屋、ai,am: 木之実小屋 )
ｷﾉﾒｺﾔ　(ai: ｷﾉﾐｺﾔ、
am: ｷﾉﾐｺﾞﾔ )

ab,ad,ae,ai,ak,am 江戸時代の「木の実御蔵」
か

12 池黒 京田 ｷﾖｳﾃﾞﾝ ab,ad,ae,ai,ak,am 経田（寺に寄進された田）
の当て字か

13 池黒 庚檀 ｺｳﾀﾞﾝ　(ai: ｶﾇｲﾀﾞﾝ、
am: ｶﾉｴﾀﾞﾝ )

ab,ad,ae,ai,ak,am 庚申塔のある壇か

14 池黒 石台 ｺｸﾀﾞｲ　(ai: ｲｼﾀﾞｲ ) ab,ad,ae,ai,ak,aj,am 檀の前北。旧河道
15 池黒 五倫壇 ｺﾞﾘﾝﾀﾞﾝ ab,ad,ae,ai,ak,am 五輪塔のある壇
16 池黒 川窪 ｶﾜｸﾎﾞ ab,ai 川の窪んだ所
17 池黒 上川窪 ｶﾐｶﾜｸﾎﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 織機川旧河道の窪地
18 池黒 下川窪 ｼﾓｶﾜｸﾎﾞ ad,ae,ai,ak,am 〃
19 池黒 上割田 ｶﾐﾜﾂﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 下割田の北
20 池黒 下割田 ｼﾓﾜﾂﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 上無川左岸微高地
21 池黒 東割田 ﾋｶﾞｼﾜﾂﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 上無川右岸
22 池黒 割田 ﾜﾂﾀ ai
23 池黒 新右衛門川原 ｼﾝｳｴﾓﾝｶﾜﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 織機川左岸。人名
24 池黒 神明前 ｼﾝﾒｲﾏｴ　(ai: ｼﾝﾒｲﾏｲ ) ab,ad,ae,ai,ak,am 坂上神明宮
25 池黒 砂田 ｽﾅﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 砂の堆積地。上無川と織

機川の間

26 池黒 関ノ上 ｾｷﾉｳｴ ab,ad,ae,ai,ak,am 東・南弁天の東
27 池黒 闕ノ下 ｶﾞｹﾉｼﾀ ad,ae,ak 崖
28 池黒 関ノ下 ｾｷﾉｼﾀ ai
29 池黒 千苅田 ｾﾝｶﾞﾘﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 刈は中世年貢上納に係る

水田面積
30 池黒 台ノ上 ﾀﾞｲﾉｳｴ ab,ad,ae,ai,ak,am 上無川と織機川の間
31 池黒 高田 ﾀｶﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 石台の北。旧河道左岸の

自然堤防
32 池黒 館之内 (ae,ai,am: 館ノ内 ) ﾀﾃﾉｳﾁ ab,ad,ae,ai,ak,am 山麓にあった館か
33 池黒 館山 ﾀﾃﾔﾏ ab,ad,ae,ai,ak,am 館之内の北。池黒舘山館

の南斜面
34 池黒 館山下 ﾀﾃﾔﾏｼﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 館山の西。池黒館山館の

南斜面
35 池黒 地 蔵 巡 (ae,ai,ak,am: 地 蔵

廻）
ｼﾞｿﾞｳﾒｸﾞﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 館之内の西。地蔵のある

地の周りの意か

36 池黒 土戸川原 ﾂﾁﾄﾞｶﾜﾗ ab,ad,ae,ai,ak,am 旧河道分岐地点。土：泥。
泥で戸を立てたように堰
き止められたか

37 池黒 鳥居脇 ﾄﾘｲﾜｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 高田の東。神明神社に関
連か

38 池黒 長表 ﾅｶﾞｵﾓﾃ ab,ad,ae,ai,ak,am 東田の北
39 池黒 中嶋 (ae,ai,ak: 中島 ) ﾅｶｼﾏ ab,ad,ae,ai,ak,am 織機川右岸。中洲状
40 池黒 永増 ﾅｶﾞﾏｽ ab,ad,ae,ai,ak,am 長間洲か。 上無川・矢ノ

目川合流点
41 池黒 西屋敷 ﾆｼﾔｼｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 宮内境

１．漆山　（２）池黒の小字名・地名
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ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考
42 池黒 猫子前 ﾈｺｺﾞﾏｴ ab,ad,ae,ai,ak,am ﾈｺﾞﾔか。根小屋：非戦闘

時の集落或は家臣団屋敷
跡。旧河道左岸の自然堤
防

43 池黒 猫子屋敷 ﾈｺｺﾞﾔｼｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 岩倉神社略史では、義経
がねこご屋敷の駿馬を手
に入れ、岩倉神社に参拝
したと伝える。
ﾈｺﾞﾔ：非戦闘時の集落・
家臣団屋敷跡

44 池黒 馬場 ﾊﾞﾊﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 松畑の北。城館関連。騎
馬の修練場

45 池黒 長谷堂 ﾊｾﾄﾞｳ ad,ae,ai,ak,am 長谷観音か
46 池黒 別所 ﾍﾞﾂｼﾖ ab,ad,ae,ai,ak,am 宮内境。宮内 NO64 参照
47 池黒 南弁天 ﾐﾅﾐﾍﾞﾝﾃﾝ ab,ad,ae,ai,ak,am 字弁天の南
48 池黒 東弁天 ﾋｶﾞｼﾍﾞﾝﾃﾝ ab,ad,ae,ai,ak,am 字弁天の東
49 池黒 弁天 ﾍﾞﾝﾃﾝ ab,ad,ai,ak,am 弁天が祀られている地
50 池黒 赤坂 ｱｶｻｶ ad,ae,ai,ak,am
51 池黒 稲荷田 ｲﾅﾘﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 西屋敷の西。上無川左岸。

稲荷神社があった
52 池黒 岩倉 ｲﾜｸﾗ ad,ae,ai,ak,am 岩倉神社
53 池黒 大乱 ｵｵﾐﾀﾞﾚ ad,ae,ai,ak,am 災害地名
54 池黒 大屋敷 ｵｵﾔｼｷ ad,ae,ai,ak,am
55 池黒 萱畑 ｶ ﾔ ﾊ ﾞ　(ai: ｶ ﾔ ﾊ ﾀ、

am: ｶﾔﾊﾞﾀｹ )
ab,ad,ae,ai,ak,am 字前田の西。上無川と織

機川の間
56 池黒 北谷 ｷﾀﾔ ad,ae,ai,ak,am
57 池黒 後沢田 ｺﾞｻﾜﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am
58 池黒 小糠沢 ｺﾇｶｻﾜ ad,ae,ai,ak,am ﾇｶ：ぬかるむ
59 池黒 駒ケ沢 ｺﾏｶﾞｻﾜ ad,ae,ai,ak,am
60 池黒 沢田 ｻﾜﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 向畑の西。旧河道
61 池黒 沢見 ｻﾜﾐ ab,ad,ae,ai,ak,am
62 池黒 蛇見沢 ｼﾞﾔﾐｻﾜ ad,ae,ai,ak,am 蛇：土石流地名
63 池黒 高関 ﾀｶｾﾞｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 神明前の西の低地
64 池黒 辰之尾 ﾀﾂﾉｵ ab,ad,ae,ai,ak,am 野中の北
65 池黒 立石 ﾀﾃｲｼ ad,ae,ai,ak,am 自然石か、館関連か
66 池黒 玉ケ沢 ﾀﾏｶﾞｻﾜ ad,ae,ai,ak,am
67 池黒 壇ノ前 ﾀﾞﾝﾉﾏｴ ab,ad,ae,ai,ak,am 馬場の北東。旧河道左岸

の微高地
68 池黒 貞白森 ﾃｼﾛﾓﾘ ad,ae,ai,ak,am ﾃｼﾛ ( 神の使い ) の棲む森
69 池黒 時田 ﾄｷﾀ ad,ae,ai,ak,am
70 池黒 土手岸 ﾄﾞﾃｷｼ ab,ad,ae,ai,ak,am
71 池黒 藤ノ沢 ﾄｳﾉｻﾜ ad,ae,ai,ak,am
72 池黒 長林 ﾅｶﾞﾊﾔｼ ab,ad,ae,ai,ak,am
73 池黒 二枚田 ﾆﾏｴﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am
74 池黒 野中 ﾉﾅｶ ab,ad,ae,ai,ak,am 砂子田境
75 池黒 兀ノ沢 (ai: 兀ケ沢 ) ﾊｹﾞｶﾞｻﾜ ad,ae,ai,ak,am 崖地名
76 池黒 畑田 ﾊﾀﾀﾞ　(ai: ﾊﾀﾀ ) ab,ad,ae,ai,ak,am 地区の南東端
77 池黒 早坂 ﾊﾔｻｶ ad,ae,ai,ak,am
78 池黒 東大鷹 ﾋｶﾞｼｵｵﾀﾞｶ ad,ae,ai,ak,am 大鷹山関連
79 池黒 東田 ﾋｶﾞｼﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 向畑の東。後背湿地
80 池黒 東藤面沢 ﾋｶﾞｼﾄﾂﾞﾗｻﾞ　(am: ﾋ

ｶﾞｼﾄﾂﾞﾗｻﾞﾜ )
ad,ae,ai,ak,am ﾄﾂﾗ：鶴類の植物。蔓が

繁茂する谷川の崖

81 池黒 西藤面沢 ﾆｼﾄﾂﾞﾗｻﾞ　(am: ﾆｼﾄ
ﾂﾞﾗｻﾞﾜ )

ad,ae,ai,ak,am 〃

82 池黒 東稗田 ﾋｶﾞｼﾍｲﾀﾞ　(am: ﾋｶﾞ
ｼﾋｴﾀﾞ )

ad,ae,ai,ak,am

83 池黒 評判平 ﾋﾖｳﾊﾞﾝﾀﾞｲﾗ ad,ae,ai,ak,am
84 池黒 平戸 ﾋﾗﾄ ab,ad,ae,ai,ak,am ﾋﾗ：傾斜地或は平坦地。ﾄ：

出入り口、門のような地
形
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ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考
85 池黒 日度 (ad,ae,ai,am: 日渡 ) ﾋﾜﾀｼ ab,ad,ae,ai,ak,am 旧河道合流地点。渡河地

点 或 は 樋 渡 し や 荷 渡 し
か。またはニワタリの神

（水神等）を祀った地か。
86 池黒 畑田 ﾊﾀﾀﾞ ad,ak,am
87 池黒 前田 ﾏｴﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 字西屋敷の南
88 池黒 松田 ﾏﾂﾀﾞ ad,ak
89 池黒 峰岸 (ai: 峯岸 ) ﾐﾈｷﾞｼ ab,ad,ae,ai,ak,am 高関の北。別所山の裾
90 池黒 向畑 ﾑｶｲﾊﾀ ab,ad,ae,ai,ak,am 猫子屋敷の北。旧河道左

岸の自然堤防
91 池黒 向山 ﾑｶｲﾔﾏ ad,ae,ai,ak,am
92 池黒 六屋敷 ﾑﾂﾔｼｷ　(ai,am: ﾛｸﾔｼ

ｷ )
ab,ad,ae,ai,ak,am 字江留の西。ほりとめ在

家に関連か。中落合運河
跡の北側

93 池黒 屋敷沢 ﾔｼｷｻﾞﾜ ad,ae,ai,ak,am
94 池黒 休場 ﾔｽﾐﾊﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am 日渡の北東。旧河道
95 池黒 矢ノ沢口 ﾔﾉｻﾜｸﾞﾁ ad,ae,ai,ak,am
96 池黒 八幡田 ﾔﾜﾀﾀﾞ　(ai: ﾊﾁﾏﾝﾀ、

am: ﾊﾁﾏﾝﾃﾞﾝ )
ab,ad,ae,ai,ak,am 八幡神社があったか、そ

の免租田

97 池黒 割沢 ﾜﾘｻﾞﾜ ad,ae,ai,ak,am
98 池黒 （したの在け） ｼﾀﾉｻﾞｲｹ C 下の在家
99 池黒 （なかほりの在け） ﾅｶﾎﾞﾘﾉｻﾞｲｹ C 中堀在家
100 池黒 （をしま在け） ｵｼﾞﾏｻﾞｲｹ C 尾島在家
101 池黒 なかのやしき ﾅｶﾉﾔｼｷ C 中ノ屋敷
102 池黒 （たての在け） ﾀﾃﾉｻﾞｲｹ C 館の在家
103 池黒 西原 ﾆｼﾊﾗ ab,ae,ai,am 織機川左岸
104 池黒 松畑 ﾏﾂﾊﾀ ab,ae,ai,am 休場の北
105 池黒 細田 ﾎｿﾀ ab,ae,ai,am 西原の北。織機川左岸
106 池黒 水無 ﾐｽﾞﾅｼ ai,am
107 池黒 鯲沢 ﾄﾞｼﾞﾖｳｻﾜ ai,am
108 池黒 中沢口 ﾅｶｻﾞﾜｸﾞﾁ ai,am
109 池黒 焼之平 ﾔｹﾉﾀﾞｲﾗ ai,am 野焼きに関連か
110 池黒 壱之滝 ｲﾁﾉﾀｷ ai,am
111 池黒 大走 ｵｵﾊｼﾘ ai,am 崖地名
112 池黒 矢野目 ﾔﾉﾒ ai,am
113 池黒 四ツ谷 ﾖﾂﾔ ai
114 池黒 東矢の目 ﾋｶﾞｼﾔﾉﾒ D
115 池黒 ( たての内在家 ) ﾀﾃﾉｳﾁｻﾞｲｹ D 東 矢 の 目 村 に 所 在 と 云

う。館の内在家
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１．漆山　（３）羽付の小字名・地名
ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考
羽付 ﾊﾈﾂｹ ae,ai 昔は羽月村と云う
 1 羽付 稲荷田 ｲﾅﾘﾀ E,ab,ad,ae,ai,ak,am 稲荷神社の免租地
 2 羽付 稲荷前 ｲﾅﾘﾏｴ ad,ae,ai,ak,am 稲荷下の北
 3 羽付 稲荷下 (E: いなり下 ) ｲﾅﾘｼﾀ E,ab,ad,ai,ak,am,Ub,Wb 稲荷神社がある山の下
 4 羽付 稲荷沢 (E: いなり沢 ) ｲﾅﾘｻﾞﾜ E,am,Wb 水上・箕輪の北
 5 羽付 稲荷前下 ｲﾅﾘﾏｴｼﾀ ae,ai
 6 羽付 扇田 ｵｳｷﾞﾀ E,ab,ad,ae,ai,ak,am ｵｳｷﾞ：旧河道の土砂堆積地

 7 羽付 闕ノ上 (E: かけの上 ) ｶﾞｹﾉｳｴ　(ad: ｶﾞｸﾉｳ
ｴ )

E,ab,ad,ae,ai,ak,am,Wb 道の東の西。集落

 8 羽付 九百苅 ｸﾋﾔｸｶﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 川の南。刈は中世年貢上
納に係る水田面積

 9 羽付 四百苅 ｼﾋﾔｸｶﾘ ab,ad,ae,ai,ak,am 〃、高山原北の後背湿地
10 羽付 髙山原 ﾀｶﾔﾏﾊﾗ E,ab,ad,ae,ai,ak,am,Wb 旧河道右岸の自然堤防等
11 羽付 坂 ノ 下 (E: 坂 下、ai,am: 坂

之下 )
ｻｶﾉｼﾀ E,ab,ad,ae,ai,ak,am,Wb 手代山の西の谷

12 羽付 児子神 (E: ちご神、児神 ) ﾁｺﾞｶﾞﾐ　(ai: ﾂｺﾞｶﾐ ) E,ab,ad,ae,ai,ak,am,Ub,Wb 児子神社有り

13 羽付 児子神裏 ﾁｺﾞｶﾞﾐｳﾗ　(ai: ﾂｺﾞｶ
ﾐｳﾗ )

ad,ae,ai,ak,am 児子神社の裏の山

14 羽付 手代林 ﾃｼﾛﾊﾞﾔｼ ad,ae,ai,ak,am ﾃﾞｼﾞﾛ：出城の可能性も。
ﾃｼﾛ ( 神の使い ) の棲む林

15 羽付 手代山 ﾃｼﾛﾔﾏ　(ae: ﾃｼﾞﾛﾔﾏ ) ab,ad,ae,ai,ak,am,Wb ﾃｼﾛ ( 神の使い ) の棲む山
16 羽付 窪田 ｸﾎﾞﾀ am 窪地、低湿地地名
17 羽付 南窪 ﾐﾅﾐｸﾎﾞ E,ab,ad,ae,ai,ak,am,Ub,Wb 〃
18 羽付 西窪 ﾆｼｸﾎﾞ ad,ae,ai,ak 〃
19 羽付 西滝 ﾆｼﾀｷ ae,ai,am,Wb 荘之尻の南
20 羽付 東又 ﾋｶﾞｼﾏﾀ E,ab,ad,ae,ai,ak,am,Wb 四百刈の西。低地
21 羽付 西又 ﾆｼﾏﾀ E,ab,ad,ae,ai,ak,am 東又の西。低地
22 羽付 東入 ﾋｶﾞｼｲﾘ E,ad,ae,ai,ak,am,Ub,Wb 山に入る沢。漆山館の西
23 羽付 前田 ﾏｴﾀ E,ab,ad,ae,ai,ak,am,Wb 集落の前
24 羽付 道ノ下 (ai: 道之下 ) ﾐﾁﾉｼﾀ E,ad,ae,ai,ak,am,Wb 旧道の南、南端は川
25 羽付 道東 ﾐﾁﾋｶﾞｼ ab,ad,ae,ai,ak,am 集落内を走る道の東
26 羽付 水上 ﾐｽﾞｶﾞﾐ ad,ae,ai,ak,am 東入の西
27 羽付 安部沢 ｱﾍﾞｻﾞﾜ E,ad,ae,ai,ak,am,Ub,Wb 安部綱吉が片岸を経て宮

内へ移る。一説には羽付
安部澤とも伝うが明らか
で な い（ 沖 郷 村 史 651
頁）。和田境

28 羽付 阿弥陀山 ｱﾐﾀﾞﾔﾏ ad,ae,ai,ak,am 阿弥陀山物見
29 羽付 猪口帰（安永５：ちやうこ

帰り、文政 13：長こ帰り）
ﾁﾖｸｶﾞｴﾘ　(ad: ﾁｮｸｶ
ﾞﾍﾘ、am: ﾁﾖｺｶﾞｴﾘ )

ad,ae,ai,ak,am,Ub,Wb 安部沢や入道清水の北東

30 羽付 荘ノ尻 (ai: 荘之尻 ) ｼﾖｵﾉｼﾘ ad,ae,ai,ak,am 地区の最北。山地。北条
荘の端か

31 羽付 入道橋 ﾆｭｳﾄﾞｳﾊﾞｼ ad,ae,ai,ak
32 羽付 入道清水（安永５：入道しつ）ﾆｳﾄﾞｳｼﾐｽﾞ E,am,Wb 坂ノ下の北。湧水地名
33 羽付 二本松沢 ﾆﾎﾝﾏﾂｻﾞﾜ E,ad,ae,ai,ak,am,Wb 稲荷沢の北
34 羽付 平林 ﾋﾗﾊﾞﾔｼ ad,ae,ai,ak,am ﾋﾗ：崖崩れ地
35 羽付 水吞場 ﾐｽﾞﾉﾐﾊﾞ E,ad,ae,ai,ak,am,Wb 二本松沢の北
36 羽付 箕輪 ﾐﾉﾜ ad,ae,ai,ak,am 水上の北
37 羽付 稲荷山 ｲﾅﾘﾔﾏ ad,ae,ai,ak,am 稲荷神社
38 羽付 篭田 ｶｺﾞﾀ ab,ae,ai,am ｶｺﾞ：崩壊地名。川の南
39 羽付 細田 ﾎｿﾀﾞ E,ab,ai,am,Wb 漆山境。細長い地形
40 羽付 たんの前（安永５：段の前）ﾀﾞﾝﾉﾏｴ E,Wb 壇の前
41 羽付 河近（かちか） ｶﾁｶ E,Wb
42 羽付 おり橋 ｵﾘﾊﾞｼ E
43 羽付 北 ｷﾀ E,Wb
44 羽付 くねつま ｸﾈﾂﾏ E,Wb ｸﾈ：山の根元。土地が隆

起し通過を妨げる所
45 羽付 道はた ﾐﾁﾊﾞﾀ E 道端
46 羽付 ほりはた（堀端） ﾎﾘﾊﾀ E,Wb
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ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考
47 羽付 道の上 ﾐﾁﾉｳｴ E
48 羽付 樋口 ﾄｲｸﾁ E,Wb
49 羽付 堂ノ前 ﾄﾞｳﾉﾏｴ E,Wb
50 羽付 堂ノ後 ﾄﾞｳﾉｱﾄ E,Wb
51 羽付 大志田（大シタ） ｵｵｼﾀﾞ E,Wb
52 羽付 手向山 ﾃﾑｶｲﾔﾏ E
53 羽付 沢口 ｻﾜｸﾞﾁ E,Wb
54 羽付 砂田 ｽﾅﾀﾞ E,Wb 砂の堆積地
55 羽付 歳の神（さいの神） ｻｲﾉｶﾐ E,Wb 賽の神を祀った所
56 羽付 樋越 ﾄｲﾉｺｼ E,Ub,Wb
57 羽付 とうのこし（とうの越） ﾄｳﾉｺｼ E,Wb 堂ノ越
58 羽付 和光田 ﾜｺｳﾃﾞﾝ E 和田の和光院檀と関係か
59 羽付 橋本 ﾊｼﾓﾄ E,Wb
60 羽付 弐反田 ﾆﾀﾝﾀﾞ E,Wb
61 羽付 割田 ﾜｯﾀ E,Wb
62 羽付 五蔵作 ｺﾞｿﾞｳﾂﾞｸﾘ E,Ub,Wb 人名
63 羽付 深田（ふかた） ﾌｶﾀﾞ E,Ub,Wb
64 羽付 せき田 ｾｷﾀﾞ E,Wb 関田
65 羽付 宮内 ﾐﾔﾉｳﾁ E
66 羽付 西田 ﾆｼﾀﾞ E
67 羽付 高山原 ﾀｶﾔﾏﾊﾗ E,Wb
68 羽付 にし（西） ﾆｼ E,Wb
69 羽付 すげた（すけ田） ｽｹﾞﾀ E,Wb
70 羽付 柿在家（かき在家） ｶｷｻﾞｲｹ E,Wb 柿在家（掛在家か）
71 羽付 ひばり田 ﾋﾊﾞﾘﾀﾞ E,Wb 雲雀田
72 羽付 畑田 ﾊﾀｹﾀﾞ E
73 羽付 角畑 ｶﾄﾞﾊﾞﾀｹ E 参考：門畠（ｶﾄﾞﾊﾞﾀ：中

世の在地領主の居館周辺
の田地（畑）で開発領主
直営地）

74 羽付 沢田 ｻﾜﾀﾞ E,Wb
75 羽付 サワ ｻﾜ E 沢
76 羽付 沢ハタ（沢端） ｻﾜﾊﾀ E,Wb
77 羽付 みのわはた（箕輪畑） ﾐﾉﾜﾊﾞﾀ E,Wb
78 羽付 たい ﾀｲ E,Wb
79 羽付 前畑 ﾏｴﾊﾞﾀｹ E,Wb
80 羽付 油田 ｱﾌﾞﾗﾀﾞ E,Wb 稲荷神社の免租地と云う
81 羽付 たん下 ﾀﾞﾝｼﾀ E 壇下
82 羽付 東 ﾋｶﾞｼ E,Ub
83 羽付 十文字 ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞ E,Wb 辻より新しい用語
84 羽付 苗代 ﾅﾜｼﾛ E,Wb
85 羽付 くほ（窪） ｸﾎﾞ E,Wb
86 羽付 七十かり（七十刈） ﾅﾅｼﾞｭｳｶﾞﾘ E,Wb 刈は中世年貢上納に係る

水田面積
87 羽付 柳田 ﾔﾅｷﾞﾀﾞ E,Wb ﾔﾅｷﾞ：河川浸食地
88 羽付 大た川 ｵｵﾀｶﾞﾜ E 大田川、河川名
89 羽付 梨（梨子）の木田（梨木田）ﾅｼﾉｷﾀﾞ E,Wb
90 羽付 白山堂 ﾊｸｻﾞﾝﾄﾞｳ E,Wb 白山神社
91 羽付 大た川端（大こ川端） ｵｵﾀｶﾞﾜﾊﾞﾀ E,Wb 大田川端
92 羽付 石田 ｲｼﾀﾞ E,Wb
93 羽付 ハタホコ（はたほご） ﾊﾀﾎｺ E,Wb 旗鉾
94 羽付 塩から田 ｼｵｶﾗﾀﾞ E,Wb
95 羽付 天王（天のふ） ﾃﾝｵｰ E,Wb 牛頭天王
96 羽付 すみ畑 ｽﾐﾊﾞﾀｹ Wb
97 羽付 油田道西 ｱﾌﾞﾗﾀﾞﾐﾁﾆｼ Wb 油田：免田
98 羽付 油田道東 ｱﾌﾞﾗﾀﾞﾐﾁﾋｶﾞｼ Wb 〃
99 羽付 いなり下道北 ｲﾅﾘﾐﾁｼﾀｷﾀ Wb
100 羽付 坂の下居屋敷 ｻｶﾉｼﾀｲｶｼｷ Wb
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１．漆山　（４）その他の地名等
ＮＯ 地区名 地名 読み 出典 備考

 1 ー 境川 ｻｶｲｶﾞﾜ 織機川の旧名と云う
 2 ー 織機川 ｵﾘﾊﾀｶﾞﾜ 大里端（ｵｵﾘﾊﾀ、大里：

郡衙のあった里、その境
の川）や郡端川（ｺｵﾘﾊﾀ）
からの転化の可能性はな
いか

 3 羽付 羽月村 ﾊﾂﾞｷﾑﾗ 市史編集資料第 26 号 89 頁 羽付村の旧名という

ＮＯ 地区名 字名・地名 読み 出典 備考
101 羽付 かご田（籠田） ｶｺﾞﾀ Ub,Wb
102 羽付 あふき田 ｱﾌﾞｷﾀﾞ Wb
103 羽付 穴沢 ｱﾅｻﾞﾜ Wb
104 羽付 屋敷添 ﾔｼｷｿﾞｴ Wb
105 羽付 たいの下 ﾀｲﾉｼﾀ Wb ﾀｲ：河岸段丘
106 羽付 宮田 ﾐﾔﾀ Wb 神社の免租地か
107 羽付 おり端 ｵﾘﾊﾀ Wb
108 羽付 前沢 ﾏｴｻﾜ Wb
109 羽付 御林下 ｺﾞﾘﾝｼﾀ Wb
110 羽付 的場 ﾏﾄﾊﾞ Wb 武芸の練習場
111 羽付 善屋敷 ｾﾞﾝﾔｼｷ Wb
112 羽付 わごう田 ﾜｺﾞｳﾀﾞ Wb
113 羽付 樋ノ脇 ﾄｲﾉﾜｷ Ub
114 羽付 山ノ神堂前 ﾔﾏﾉｶﾐﾄﾞｳﾏｴ Ub 山神
115 羽付 安部沢与五郎境 ｱﾍﾞｻﾜﾖｺﾞﾛｳｻｶｲ Ub 人名
116 羽付 入道清水四郎右衛門境 ﾆｭｳﾄﾞｳｼﾐｽﾞｼﾛｴﾓﾝｻｶｲ Ub 人名
117 羽付 安部沢五郎右衛門山境 ｱﾍﾞｻﾜｺﾞﾛｳｴﾐﾝﾔﾏｻｶｲ Ub 人名
118 羽付 稲荷下道下 ｲﾅﾘｼﾀﾐﾁｼﾀ Ub
119 羽付 元と堂 ﾓﾄﾄﾞｳ Ub
120 羽付 前田苗代 ﾏｴﾀﾞﾅﾜｼﾛ Ub
121 羽付 西瀧穴沢 ﾆｼﾀｷｱﾅｻﾜ Ub
122 羽付 いなり沢関上明神脇 ｲﾅﾘｻﾞﾜｾｷｳｴﾐｮｳｼﾞﾝﾜｷ Ub
123 羽付 衣田 ｺﾛﾓﾀ Ub
124 羽付 欠ノ上 ｶｹﾉｳｴ Ub ｶｹ：地崩れ地名
125 羽付 川近 ｶﾜﾁｶ Ub

※補足　沖郷地区　その他の地名等
ＮＯ 地区名 地名 読み 出典 備考

 1 ー 栗屋川 ｸﾘﾔｶﾞﾜ 寛政九年絵図（米沢市立
図書館）

上無川の旧名。「高松川
とも栗屋川とも云う」と
あり

※南陽市字限図調査報告書 (2）－沖郷ー　発刊後に確認
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２．梨郷　（1）梨郷の小字名・地名
ＮＯ 地区名 字名（地名） 読み 出典 備考
梨郷 (A: 林郷） ﾘﾝｺﾞｳ A,ai （臨江の意か？）
 1 梨郷 五把野 ｺﾞﾜﾉ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 税関係地名か。律令時代、

田租として一段につき稲
二束二把（のち一束五把）
の率でかかった

 2 梨郷 西五把野 ﾆｼｺﾞﾜﾉ am
 3 梨郷 東五把野 ﾋｶﾞｼｺﾞﾜﾉ am
 4 梨郷 大河 ﾀｲｶ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 雨田の北。羽付から流れ

る川（上館堰）の旧河道
に関係か

 5 梨郷 船守 (ak: 舟守 ) ﾌﾅﾓﾘ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 羽付から流れる川（上館
堰）の旧河道沿いか

 6 梨郷 契約田 ｹｲﾔｸﾀ ab,ad,ah,ai,ak,am 契約講に由来か
 7 梨郷 南契約田 ﾐﾅﾐｹｲﾔｸﾀﾞ ab,ae,ah,ai,am 〃
 8 梨郷 西契約田 ﾆｼｹｲﾔｸﾀﾞ ab,ae,ah,ai,am 〃。南端は最上川
 9 梨郷 東契約田 ﾋｶﾞｼｹｲﾔｸﾀﾞ am 〃
10 梨郷 長須ケ淵 ﾁﾖｳｽｶﾞﾌﾁ ab,ad,ah,ai,ak,am 最上川蛇行部旧河道。天

正 15 年増田宗茂（宗繁）、
砂塚の鼠田、竹原の加津
木沢、梨郷の長須ケ淵な
ど２千刈の地その他を梨
郷本覚寺寺領として寄進

11 梨郷 本館 ﾓﾄﾀﾞﾃ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 館廻（南館）の西。湿地。
南館の地名が遷移したか

12 梨郷 松木壇 (ae: 松ノ木壇 ) ﾏﾂｷﾀﾞﾝ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 檀は近世墓地
13 梨郷 廻田 (ad,ae,ah,ai,ak,am: 廻

り田 )
ﾒｸﾞﾘﾀﾞ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 微高地の周りに位置する

田か

14 梨郷 入生田 ｲﾘｳﾀﾞ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 井料田：用水管理のため
の共同水田

15 梨郷 砂田 ｽﾅﾀ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 砂の堆積地
16 梨郷 袖田 ｿﾃﾞﾀ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 袖：尾根側面、建造物の

脇。地形が袖に似る等
17 梨郷 長山田 ﾁﾖｳｻﾝﾀﾞ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 南館北東。長は坂道のあ

る地、高低差のある地形
18 梨郷 粡町 ｱﾗﾏﾁ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am ｱﾗﾏﾁ：中世の門前町商業

地。梨郷小館
19 梨郷 粡町前 ｱﾗﾏﾁﾏｴ ab,ae,ah,ai,am 館廻（南館）の北
20 梨郷 石田 ｲｼﾀﾞ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 石の堆積地。災害地名
21 梨郷 芹ケ窪 ｾﾘｶﾞｸﾎﾞ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 植物地名。芹の生える湿

地（窪地）
22 梨郷 酒町 ｻｶﾏﾁ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 梨郷上館の南。集落。坂

町か
23 梨郷 酒町南 ｻｹﾏﾁﾐﾅﾐ ab,ae,ah,ai,am 酒町の南、集落、南半は

最上川旧河道
24 梨郷 小豆田 ｱｽﾞｷﾀ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 館廻の西。最上川旧河道

蛇行部。ｱｽﾞ ( ｱｽﾞｷ )：崩
崖地名

25 梨郷 庚申檀 ｶﾉｴﾀﾞﾝ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 庚申塔のある壇か

26 梨郷 下巻 ｼﾓﾏｷ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am ﾏｷ : 川の屈曲部。中世城
館に伴う「牧」の可能性
もある。中巻３には建高
寺あり

27 梨郷 中巻 ﾅｶﾏｷ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am
28 梨郷 巻 ﾏｷ ah,am
29 梨郷 上町 ｳｴﾏﾁ ad,ae,ah,ai,ak,am 増田家臣が住んだ所で侍

屋敷とも云った
30 梨郷 （上の在け） C 上の在家

31 梨郷 安邊野 ｱﾍﾞﾉ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 最上川蛇行部に挟まれた
土地。ｱﾍﾞﾉ : 湿地地名。
大永元年頃に安倍ノ館の
舟場があったと云う

32 梨郷 中嶌 (ad,ai,ak: 中島 ) ﾅｶｼﾏ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 最上川の南。中洲か
33 梨郷 前 河 原 (ad,ah,ai,ak,an: 前 川

原 )
ﾏｴｶﾜﾗ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 古川の西。旧河道と氾濫

原
34 梨郷 経塚 ｷﾖｳﾂﾞｶ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 経塚山
35 梨郷 小山 ｺﾔﾏ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 上町の西。この付近に江

戸時代の御米蔵跡
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ＮＯ 地区名 字名（地名） 読み 出典 備考
36 梨郷 鼠田 ﾈｽﾞﾐﾀ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 梨郷 NO10 備考参照。「寝

ず見の田」の意か
37 梨郷 落付場 ｵﾂｹﾊﾞ　(am: ｵﾂｷﾊﾞ ) ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 苧漬場 : 苧（ｶﾗﾑｼ）を刈っ

て乾燥させ、皮がはがれ易
いよう流水や池沼に漬けて
おく場所。舟を止めて一休
みする場かとの説もある

38 梨郷 雨田 ｱﾏﾀ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 落付場の北。ｱﾏ：湿地
39 梨郷 下加津木沢 (ai: 下賀津木沢 ) ｼﾓｶﾞﾂｷｻﾜ ab,ah,ai,am ｶﾞﾂｷﾞ：湿地性植物か。本

覚寺の寄進田であったこ
とによる開基田（ｶﾞｯｷ田）
に由来か

40 梨郷 加津木沢 ｶﾞﾂｷｻﾜ ad,ak
41 梨郷 上加津木沢 (ai: 上賀津木沢 ) ｶﾐｶﾞﾂｷﾞｻﾞﾜ ah,ai,am
42 梨郷 五百苅 ｺﾞﾋﾔｸｶﾘ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 船守の西。刈は中世年貢

上納に係る水田面積
43 梨郷 栗木田 ｸﾘｷﾀ　(am: ｸﾘﾉｷﾀﾞ ) ab,ad,ae,ah,ai,ak,am ｸﾘ：小崩壊地名か
44 梨郷 良津々田 (ae,ah,am: 良津

々久田、ai,ak: 良津久田 )
ﾖﾂﾂｸﾀﾞ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 佃（ﾂｸﾀﾞ）：中世の荘園

公領制で、荘園領主や荘
官・地頭らによる直営田

45 梨郷 北六丁目 ｷﾀﾛｸﾁﾖｳﾒ ab,ae,ah,ai,am 丁目：町割りの区分。
丁が条里制の条や面積を
示す町、目が免田を示す
免の転化という場合もあ
る

46 梨郷 西六丁目 ﾆｼﾛｸﾁﾖｳﾒ ab,ae,ah,ai,am
47 梨郷 南六丁目 ﾐﾅﾐﾛｸﾁﾖｳﾒ ab,ae,ah,ai,am
48 梨郷 上六丁目 ｶﾐﾛｸﾁﾖｳﾒ ab,ae,ah,ai,am
49 梨郷 六丁目 ﾛｸﾁｮｳﾒ ab,ad,ah,ak,am
50 梨郷 於代田 ｵﾀﾞｲﾃﾞﾝ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am ﾀｲ：緩い傾斜地、扇状地、

低湿地
51 梨郷 三拾苅 ｻﾝｼﾞﾕｳｶﾘ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 刈は中世年貢上納に係る

水田面積
52 梨郷 畳田 ﾀﾀﾐﾃﾞﾝ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am ﾀﾀｷならば災害で荒れた

地の意
53 梨郷 館廻 (ad,ae,ah,ai,ak,am: 舘

ノ廻 )
ﾀﾃﾉﾏﾜﾘ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 梨郷南館主郭

54 梨郷 宮城 ﾐﾔｷﾞ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 古代の宮城郷に由来
55 梨郷 横道 ﾖｺﾐﾁ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 館廻の北西。湿地
56 梨郷 沼向 ﾇﾏﾑｶｲ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 酒町南の南、旧河道の川

向い。沼があったか
57 梨郷 下沼向 ｼﾓﾇﾏﾑｶｲ ab,ad,ae,ah,ai,am 沼向の南。自然堤防
58 梨郷 上沼向 ｶﾐﾇﾏﾑｶｲ ae,ah,ai,am 下沼向の東、小豆田の南
59 梨郷 岡野 ｵｶﾉ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 北に旧河道、西・南にも

最上川と旧河道がある
60 梨郷 岡野下 ｵｶﾉｼﾀ ab,ae,ah,ai,am 岡野の南。最上川の岸
61 梨郷 階 ｷﾀﾞﾊｼ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am ｷｻﾞﾊｼ：段々の地形
62 梨郷 壇ノ前 (ai,ak,am: 檀ノ前 ) ﾀﾞﾝﾉﾏｴ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 檀：近世墓地
63 梨郷 寺山下 ﾃﾗﾔﾏｼﾀ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 寺山の下（西）
64 梨郷 寺山 ﾃﾗﾔﾏ ae,ah,ai,am 平野古窯あり
65 梨郷 下河原 (ah,am: 下川原 ) ｼﾓｶﾜﾗ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 寺山下の北。最上川右岸
66 梨郷 越ケ沢 ｺｼｶﾞｻﾜ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 最上川右岸
67 梨郷 神楽山 ｶｸﾞﾗﾔﾏ ad,ae,ai,ak 梨 郷 古 墳 群。 丘 を 棒 で

打ったり馬が通ったりす
ると太鼓を打つような音
がすると云われた

68 梨郷 二本木 ﾆﾎﾝｷﾞ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am
69 梨郷 平野 ﾋﾗﾉ ad,ae,ah,ai,ak,am
70 梨郷 腰巻田 ｺｼﾏｷﾀ ab,ad,ah,ai,ak,am 川が巻く（曲がる）地
71 梨郷 上西郡 (ae: 上西郷 ) ｶﾐﾆｼｺﾞｵﾘ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 郡衙関連地名か。（※Ｍ

８年梨郷では砂塚分、Ｍ
26 年砂塚では梨郷分に
なっている。編入か）

72 梨郷 八刈場 ﾔｶﾂﾊﾟ (ad: ﾔｶﾘﾊﾞ ) ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 南端が最上川。氾濫域の
自然堤防。八は入の誤字
の場合もある

73 梨郷 入刈場 ｲﾘｶﾘﾊﾞ ai 八刈場の誤記か
74 梨郷 押切 ｵﾂｷﾘ　(am: ｵｼｷﾘ ) ab,ad,ah,ai,ak,am 堤防決壊地。最上川蛇行

部に挟まれた地
75 梨郷 町田河原 (ai: 町田川原 ) ﾏﾁﾀﾞｶﾞﾜﾗ　(ai: ﾏﾁﾀｶ

ﾜﾗ )
ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 最上川蛇行部に挟まれた

島状の地。巻き田河原か
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ＮＯ 地区名 字名（地名） 読み 出典 備考
76 梨郷 下田川原 ｼﾓﾀﾞｶﾞﾜﾗ ae,ai
77 梨郷 古川 (ad,ai,ak: 古河 ) ﾌﾙｶﾜ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 最上川旧河道
78 梨郷 開発 ﾋﾗｷ　(ai: ｶｲﾎﾂ、am:

ｶｲﾎﾞﾂ )
ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 最上川とその左岸。開拓

地名

79 梨郷 立野 ﾀﾂﾉ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 最上川右岸、氾濫原。ﾀﾁ：
断つ、河岸浸食か

80 梨郷 櫛ケ峰 ｸｼｶﾞﾐﾈ ad,ae,ah,ai,ak,am
81 梨郷 大森 ｵｵﾓﾘ ad,ae,ah,ai,ak,am
82 梨郷 開田 ｶｲﾃﾞﾝ ah,am 開拓地名
83 梨郷 上館 ﾜ ﾀ ﾞ ﾃ　(ai: ｳ ﾜ ﾀ ﾞ ﾃ、

am: ｶﾐﾀﾞﾃ )
ad,ae,ah,ai,ak,am 梨郷上館

84 梨郷 鹿野 ｶﾉ ad,ae,ah,ai,ak,am
85 梨郷 山泉寺 ｻﾝｾﾝｼﾞ ad,ae,ah,ai,ak,am 正保 9 年開山の平野山山

泉寺跡。正保 11 年焼失、
移転し建高寺となる

86 梨郷 深沢 ﾌｶｻﾜ ad,ae,ah,ai,ak,am
87 梨郷 梨子木 ﾅｼﾉｷ ad,ae,ah,ai,ak,am
88 梨郷 （なしの木在け） ﾅｼﾉｻﾞｲｹ C 梨の木在家
89 梨郷 七十刈 ｼﾁｼﾞﾕｳｶﾞﾘ ad,ae,ah,ai,ak,am 刈は中世年貢上納に係る

水田面積
90 梨郷 中島平　(ah: 中嶋平 ) ﾅｶｼﾞﾏﾀｲﾗ ad,ae,ah,ai,ak,am
91 梨郷 長峰　(ai: 長峯 ) ﾅｶﾞﾐﾈ ad,ae,ah,ai,ak,am
92 梨郷 山田 ﾔﾏﾀﾞ ad,ae,ah,ai,ak,am
93 梨郷 宮城野 ﾐﾔｷﾞﾉ A
94 梨郷 （朽木林在家） ｸﾁｷﾊﾞﾔｼｻﾞｹ A 朽木林在家
95 梨郷 井戸尻 ｲﾄﾞｼﾞﾘ A
96 梨郷 （まき野在け） ﾏｷﾉｻﾞｲｹ C まき野在家
97 梨郷 （かう六在け） ｺｳﾛｸｻﾞｲｹ C
98 梨郷 （なかの在け） ﾅｶﾉｻﾞｲｹ C 中の在家
99 梨郷 （下の在け） ｼﾀﾉｻﾞｲｹ C 下の在家
100 梨郷 （まちの在け） ﾏﾁﾉｻﾞｲｹ C 町の在家
101 梨郷 （うりはた在け） ｳﾘﾊﾀｻﾞｲｹ C うり畑在家
102 梨郷 上野 ｳﾜﾉ ab
103 梨郷 西田 ﾆｼﾀﾞ ab
104 梨郷 神楽山下 ｶｸﾞﾗﾔﾏｼﾀ ab,ae,ah,ai,am 神楽山の下。寺山下の北

東
105 梨郷 埋立 ｳﾒﾀﾃ am
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２．梨郷　（２）竹原の小字名・地名
ＮＯ 地区名 字名（地名） 読み 出典 備考
竹原 ﾀｶﾜﾗ ae,ai 館原：城館地名
 1 竹原 上加津木沢 (ai: 上加賀津木

沢）
ｶﾐｶﾞﾂｷｻﾞﾜ　(ai: ｶﾐｶ
ﾂｷｻﾜ )

ab,ah,ai,am 梨郷 NO10、39 参照。
ｶﾞﾂｷﾞは沼地の植物。ま
たは寺が檀家から徴する
開基米（ｶﾞｯｷ米）に関係
か

 2 竹原 下加津木沢 (ai: 下加賀津木沢）ｼﾓｶﾞﾂｷｻﾞﾜ ab,ah,ai,am
 3 竹原 加津木沢 ｶﾞﾂｷｻﾞﾜ ak,am
 4 竹原 石仏 ｲｼﾎﾄｹ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 板碑に由来
 5 竹原 鈴振 (ad,ae,ah,ai,ak,am: 鈴振り ) ｽｽﾞﾌﾘ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 石仏の西
 6 竹原 町田 ﾏﾁﾀﾞ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 地区南辺。南は字大河や

字船守。町田２は部分的
に明治 19 年梨郷へ編入

 7 竹原 蔵庭 ｿﾞｳﾆﾜ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am ｿﾞｳ：湿地や洪水を妨げる
微高地｡ ﾆﾜ：平らな場所

 8 竹原 相之町 (ad,ai,ak: 相ノ町 ) ｱｲﾉﾏﾁ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 石仏の北。水田。ｱｲ：旧
川床の低所、合流点

 9 竹原 太田 ｵｵﾀ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 相之町の北。太田２は割
田館西。字限図では「大
田」となっている。

10 竹原 酒町 ｻｶﾏﾁ ab,ad,ah,ai,ak,am 酒町 2 は割田館北半
11 竹原 割田 ﾜｯﾀ　(am: ﾜﾘﾀﾞ ) ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 割田館
12 竹原 白山田 ﾊｸｻﾝﾃﾞﾝ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 白山神社への免田か
13 竹原 白山田前 ﾊｸｻﾝﾃﾞﾝﾏｴ　(ai: ﾊｸｻ

ﾝﾃﾞﾝﾏｲ )
ab,ah,ai,am 白山田の南。割田館の西

14 竹原 白山前 ﾊｸｻﾝﾏｴ ae,ai 白山神社の前
15 竹原 上千苅田 ｶﾐｾﾝｶﾞﾘﾀﾞ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 刈は中世年貢上納に係る

水田面積。字限図では「千
苅田」となっている

16 竹原 下千苅田 ｼﾓｾﾝｶﾞﾘﾀﾞ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 千刈田の西
17 竹原 宮城 ﾐﾔｷﾞ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 古代の宮城郷に由来
18 竹原 法界檀 ﾎｳｶｲﾀﾞﾝ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 壇は近世墓地
19 竹原 圓 行 寺 (ah,ai,ak,am: 円 行

寺）
ｴﾝｷﾞﾖｳｼﾞ　(ae: ﾍﾝｷ
ﾞｮｳｼﾞ )

ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 圓行寺があった。現在
は龍雲院がある

20 竹原 天王前 ﾃﾝｵｳﾏｴ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 牛頭天王社。市史編集資
料 17 号ではその前に天
王寺（後の和田の和光院）
があったとする

21 竹原 山田 ﾔﾏﾀﾞ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 天王前の北東
22 竹原 七間地 ｼﾁｹﾝﾁ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 光山寺の東。元々正元元

年大日板碑があった
23 竹原 土平 ﾄﾞﾀﾞｲﾗ　(ad: ﾄﾞﾀﾞﾋ

ﾗ、am: ﾄﾞﾝﾀﾞｲﾗ )
ad,ae,ah,ai,ak,am

24 竹原 井島 ｲｼﾞﾏ ad,ah,ai,ak,am 井：水がわく所、島：中
州状の地。

25 竹原 光山寺 ｺｳｻﾝｼﾞ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 光山寺（現在の全城院）
があった所

26 竹原 寺坂 ﾃﾗｻｶ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 七間地の北
27 竹原 芹ケ沢 ｾﾘｶﾞｻﾜ ad,ae,ah,ai,ak,am 植物名。湿地
28 竹原 蕗畑 ﾌｷｯﾊﾟﾀﾞ　(ai: ﾌｷﾊﾀｹ ) ad,ae,ah,ai,ak,am 総合公園内。ﾌｷは土砂崩

れ地名。又は「吹く」で
窯や鍛冶関連地名か

29 竹原 中屋敷 ﾅｶﾔｼｷ ab,ad,ae,ai,ak,am 中屋敷地区は昭和 16 年
和田へ編入替

30 竹原 山ノ神沢 (ah: 山神沢 ) ﾔﾏﾉｶﾐｻﾜ ad,ae,ah,ai,ak,am 山の神
31 竹原 沼ノ戸 ﾇﾏﾝﾄ　(ai: ﾇﾏﾉﾄ ) ad,ae,ah,ai,ak,am
32 竹原 石打場 ｲｼｳﾁﾊﾞ ad,ae,ah,ai,ak,am
33 竹原 徳根田 ﾄｸﾈﾀ ad,ae,ah,ai,ak,am
34 竹原 三十刈 ｻﾝｼﾞﾕｳｶﾞﾘ ad,ah,ai,ak,am 刈は中世年貢上納に係る

水田面積。
35 竹原 餅田返り ﾓﾁﾀﾞｶﾞｴﾘ ad,ae,ah,ai,ak,am ﾓﾁ：窪地
36 竹原 廻戸 ﾏﾜﾘﾄﾞ　(ad: ﾏﾂﾄ ) ad,ae,ah,ai,ak,am
37 竹原 冷水沢 ｽﾐｽﾞｻﾞﾜ　(ai,am: ﾋﾔ

ﾐｽﾞｻﾜ )
ad,ae,ah,ai,ak,am 失敗に終わったが近世用

水事業の水源地と云う
38 竹原 冷水返り ｽﾐｽﾞｶﾞｴﾘ　(am: ﾋﾔﾐ

ｽﾞｶﾞｴﾘ )
ah,am
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ＮＯ 地区名 字名（地名） 読み 出典 備考
39 竹原 前坂 ﾏｴｻｶ ad,ae,ah,ai,ak,am
40 竹原 柳ケ沢 ﾔﾅｶﾞｻﾜ ad,ae,ah,ai,ak,am
41 竹原 五十刈 ｺﾞｼﾞﾕｳｶﾞﾘ　(ai: ｺﾞｼ

ｭｳｶﾘ )
ad,ae,ah,ai,ak,am 刈は中世年貢上納に係る

水田面積

42 竹原 北沢 ｷﾀﾉｻﾜ ad,ae,ah,ai,ak,am
43 竹原 本堂 ﾓﾄﾄﾞｳ ad,ae,ah,ai,ak,am 和田八千鉾神社があった

という元堂山（基堂山、
本堂山）に関連か

44 竹原 土ケ窪 ﾂﾁｶﾞｸﾎﾞ (ai,am: ﾄﾞｶﾞｸﾎﾞ ) ad,ae,ah,ai,ak,am
45 竹原 滝ケ沢 ﾀｷｶﾞｻﾜ ad,ah,ai,ak,am
46 竹原 丸森沢 ﾏﾙﾓﾘｻﾜ ad,ak
47 竹原 小丸森沢 ｺﾏﾙﾓﾘｻﾜ ae,ah,ai,am
48 竹原 大丸森沢 ｵｵﾏﾙﾓﾘｻﾜ ae,ah,ai,am
49 竹原 舞台 ﾌﾞﾀｲ ad,ae,ah,ai,ak,am
50 竹原 大沢 ｵｵｻ　(ai: ｵｵｻﾜ ) ad,ae,ah,ai,ak,am
51 竹原 備後沢 ﾋﾞﾝｺﾞｻﾞﾜ ad,ak
52 竹原 豊後沢 ﾌﾞﾝｺﾞｻﾞﾜ ae,ah,ai,am
53 竹原 梨子木平 ﾅｼﾉｷﾀｲﾗ ad,ae,ah,ai,ak,am
54 竹原 東梨子木 (ah: 東梨子ノ木） ﾋｶﾞｼﾅｼﾉｷ ad,ae,ah,ai,ak,am
55 竹原 西梨子木 (ah: 西梨子ノ木） ﾆｼﾅｼﾉｷ ad,ah,ai,ak,am
56 竹原 梨子ノ木沢 ﾅｼﾉｷｻﾜ ae,ah,ai,am
57 竹原 牛ケ首 ｳｼｶﾞｸﾋﾞ ad,ae,ah,ai,ak,am 首状の隘路
58 竹原 荒地 ｱﾚﾁ ad,ae,ah,ai,ak,am
59 竹原 七郞沢 ｼﾁﾛｳｻﾜ ad,ae,ah,ai,ak,am
60 竹原 菰筒道 ｺﾓﾂﾂﾛ　(am: ｺﾓﾄﾞｳﾛ ) ad,ae,ah,ai,ak,am 菰の読みは「ﾏｺﾓ、ｺ、ｸ」
61 竹原 越中坂 ｴﾂﾁﾕｳｻｶ ad,ae,ah,ai,ak,am
62 竹原 坂町 ｻｶﾏﾁ ad,ae,ah,ai,ak,am
63 竹原 平内沢 ﾍｲﾅｲｻﾜ ad,ae,ah,ai,ak,am
64 竹原 鳥居場 ﾄﾘｲﾊﾞ ad,ai,ak
65 竹原 鳥屋場 ﾄﾘﾔﾊﾞ ae,ah,ai,am
66 竹原 孫八沢 ﾏｺﾞﾊﾁｻﾜ ad,ae,ah,ai,ak,am
67 竹原 孫八山 ﾏｺﾞﾊﾁﾔﾏ ae,ai
68 竹原 横枕 ﾖｺﾏｸﾗ ad,ae,ah,ai,ak,am
69 竹原 津花返り ﾂﾊﾞﾅｶﾞｴﾘ ad,ae,ah,ai,ak,am
70 竹原 安城沢 ｱｼﾞﾛｻﾞﾜ　(ai: ｱｼﾞﾛｻﾜ ) ad,ae,ah,ai,ak,am
71 竹原 檀ノ入 ﾀﾞﾝﾉｲﾘ ad,ae,ah,ai,ak,am
72 竹原 川原前 ｶﾜﾗﾏｴ ad,ae,ah,ai,ak,am
73 竹原 北ノ入 (ah: 北之入 ) ｷﾀﾉｲﾘ ad,ae,ah,ai,ak,am
74 竹原 綱木 ﾂﾅｷﾞ ad,ae,ah,ai,ak,am
75 竹原 綱木平 ﾂﾅｷﾀｲﾗ ae,ah,ai,am
76 竹原 十四枚田 ｼﾞﾕｳｼﾏｲﾀﾞ ad,ae,ah,ai,ak,am
77 竹原 小舟ケ沢 ｺﾌﾞﾅｶﾞｻﾞﾜ　(ai: ｺﾌﾈｶﾞｻﾜ ) ad,ae,ah,ai,ak,am
78 竹原 上台 ｶﾐﾀﾞｲ　(ai: ｳﾜﾀﾞｲ ) ad,ae,ah,ai,ak,am
79 竹原 外沢 ﾖｿｻﾞﾜ ad,ae,ah,ai,ak,am
80 竹原 外沢山 ﾖｿｻﾞﾜﾔﾏ ae,ah,ai,am
81 竹原 月ノ返り (ah: 月之返り ) ﾂｷﾉｶｴﾘ ad,ae,ah,ai,ak,am
82 竹原 若松前 ﾜｶﾏﾂﾏｴ ad,ae,ah,ai,ak,am
83 竹原 稲荷林 ｲﾅﾘﾊﾞﾔｼ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 稲荷山の裾。墓地有
84 竹原 稲荷山 ｲﾅﾘﾔﾏ ad,ae,ah,ai,ak,am
85 竹原 木和田 ｷﾜﾀﾞ ab
86 竹原 木和田ケ入 ｷﾜﾀﾞｶﾞｲﾘ ad,ae,ah,ai,ak,am
87 竹原 下町 ｼﾀﾏﾁ ad,ai,ak NO88 と同じか
88 竹原 下タ町 ｼﾀﾏﾁ ab,ae,ah,am ｼﾓﾕｳﾏﾁは誤読、タは接続

語。集落。下の在家か
89 竹原 沢田 ｻﾜﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak
90 竹原 竈ケ入 ｶﾏｶﾞｲﾘ ab,ad,ai,ak 窯等があったものか。竃

山の手前の意か
91 竹原 竈ケ八 ｶﾏｶﾞﾊﾁ ae,ai 竃ケ入の誤記か
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ＮＯ 地区名 字名（地名） 読み 出典 備考
92 竹原 水上 ﾐｽﾞｶﾐ ad,ae,ah,ai,ak,am
93 竹原 権太沢 ｺﾞﾝﾀｻﾜ ad,ae,ah,ai,ak,am
94 竹原 矢引沢 ﾔﾋﾞｷｻﾜ ae,ah,ai,am
95 竹原 志田前 ｼﾀﾏｴ ad,ae,ah,ai,ak,am
96 竹原 白山 ﾊｸｻﾝ ad,ae,ah,ai,ak,am 白山神社に関係か
97 竹原 黒森 ｸﾛﾓﾘ ad,ae,ah,ai,ak,am ｸﾛﾓﾘ：境界の霊地を示す
98 竹原 鬮代 ｸﾂﾞｼﾛ 　(ai: ｸｼﾞｼﾛ、

am: ｸｽﾞｼﾛ )
ad,ae,ah,ai,ak,am

99 竹原 羽黒堂 ﾊｸﾞﾛﾄﾞｳ ad,ah,ai,ak,am 羽黒神社に由来か
100 竹原 大赤坂 ｵｵｱｶｻｶ ad,ae,ah,ai,ak,am
101 竹原 小赤坂１、２ ｺｱｶｻｶ ae,ah,ai,am
102 竹原 赤坂 ｱｶｻｶ ah,ai,am
103 竹原 赤堂 ｱｶﾄﾞｳ ad,ae,ah,ai,ak,am
104 竹原 赤堂山 ｱｶﾄﾞｳﾔﾏ ad,ae,ah,ai,ak,am
105 竹原 雨沼 ｱﾏﾇﾏ ad,ae,ah,ai,ak,am 雨が降ると沼になる地
106 竹原 熊ノ峠 (ae: 熊之峠 ) ｸﾏﾉﾄｳｹﾞ ad,ae,ah,ai,ak,am
107 竹原 滝ノ上 (ae:t 瀧之上 ) ﾀｷﾉｳｴ ad,ae,ah,ai,ak,am
108 竹原 竜樹山 ﾘﾕｳｼﾞﾕｻﾝ　(ae: ﾘｳｼ

ﾞｭｻﾝ )
ad,ae,ah,ai,ak,am 竜樹山館、竜樹山古墳群

109 竹原 明神沢 ﾐﾖｳｼﾞﾝｻﾜ ad,ae,ah,ai,ak,am
110 竹原 天王山 ﾃﾝﾉｳｻﾝ ad,ae,ah,ai,ak,am 天王山古墳群
111 竹原 稲場山 ｲﾅﾊﾞﾔﾏ ad,ae,ah,ai,ak,am
112 竹原 前坂 ﾏｴｻｶ ad,ae,ai,ak
113 竹原 坂町越 ｻｶﾏﾁｺｴ ad,ae,ah,ai,ak,am
114 竹原 堂坂 ﾄﾞｳｻｶ ad,ae,ah,ai,ak,am
115 竹原 前山 ﾏｴﾔﾏ ad,ae,ah,ai,ak,am
116 竹原 鈴ノ切 (ae: 鈴之切 ) ｽｽﾞﾉｷﾘ ad,ae,ah,ai,ak,am
117 竹原 本沢 ﾓﾄｻﾜ ad,ae,ah,ai,ak,am
118 竹原 丸山 ﾏﾙﾔﾏ ad,ae,ah,ai,ak,am
119 竹原 長峰 (ah: 長峯 ) ﾅｶﾞﾐﾈ ad,ae,ah,ai,ak,am
120 竹原 台山 ﾀﾞｲﾔﾏ ad,ae,ah,ai,ak,am
121 竹原 的場山 ﾏﾄﾊﾞﾔﾏ ad,ae,ah,ai,ak,am 的場は武芸の練習場
122 竹原 丸森 ﾏﾙﾓﾘ ad,ae,ah,ai,ak,am
123 竹原 土ケ峰 ﾄﾞｶﾞﾐﾈ　(ae: ﾄﾞｶﾞｸ

ﾎﾞｳ、am: ﾂﾁｶﾞﾐﾈ )
ad,ae,ah,ai,ak,am

124 竹原 孫山 ﾏｺﾞﾔﾏ ad,ah,ai,ak,am
125 竹原 浦山 ｳﾗﾔﾏ ad,ae,ah,ai,ak,am
126 竹原 登津羅山 ﾄﾂﾗﾔﾏ　(ad:ﾄﾂﾞﾗﾔﾏ ) ad,ae,ah,ai,ak,am ﾄﾂﾗ：谷川の岸。蔓
127 竹原 手這坂 ﾃﾊﾞｲｻﾞｶ　(ae: ﾃﾊﾞﾍ

ｻﾞｶ、ai: ﾃﾊｲｻｶ )
ad,ae,ah,ai,ak,am 手で這って登るような急

な坂

128 竹原 大船山 ｵｵﾌﾈﾔﾏ ad,ae,ah,ai,ak,am
129 竹原 櫓場 ﾔｸﾞﾗﾊﾞ　(ad: ﾔｶﾞﾗ ) ad,ae,ah,ai,ak,am
130 竹原 若松山 ﾜｶﾏﾂﾔﾏ ad,ae,ah,ai,ak,am 若松山権現
131 竹原 大森 ｵｵﾓﾘ ad,ah,ai,ak,am
132 竹原 神楽山 ｶｸﾞﾗﾔﾏ　(ai: ｶｸﾞﾗｻﾝ ) ad,ae,ah,ai,ak,am 土平地区
133 竹原 金山 ｶﾈﾔﾏ ad,ae,ah,ai,ak,am
134 竹原 北ノ沢 ｷﾀﾉｻﾜ ad,ae,ai,ak
135 竹原 滝 尻 (ae: 瀧 之 尻、ah,am: 滝

ノ尻 )
ﾀｷﾉｼﾘ ad,ae,ah,ai,ak,am

136 竹原 八幡沢 ﾊﾁﾏﾝｻﾜ ad,ae,ah,ai,ak,am 八幡神社に関係
137 竹原 八幡下 ﾊﾁﾏﾝﾝｼﾀ ab,ae,ai 中屋敷の南、八幡神社に

関係
138 竹原 沢田山 ｻﾜﾀﾞﾔﾏ　(ai: ｻﾜﾀﾔﾏ）ad,ah,ai,ak,am
139 竹原 豊年沢 ﾎｳﾈﾝｻﾞﾜ　(ai: ﾎｳﾈﾝｻﾜ ) ad,ae,ah,ai,ak,am
140 竹原 南黒森 ﾐﾅﾐｸﾛﾓﾘ ad,ae,ah,ai,ak,am ｸﾛﾓﾘ：境界の霊地
141 竹原 一杯帽子 (ah: 壱盃帽子 ) ｲﾂﾊﾟｲﾎﾞｳｼ ad,ae,ah,ai,ak,am
142 竹原 峰ケ森 ﾐﾈｶﾞﾓﾘ ad,ah,ak
143 竹原 蜂ケ森 ﾊﾁｶﾞﾓﾘ ae,ah,ai,am 峰ケ森の誤字か
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ＮＯ 地区名 字名（地名） 読み 出典 備考
144 竹原 蛇崩 ｼﾞﾔｸｽﾞﾚ ad,ae,ah,ai,ak,am 土砂崩れの災害地名
145 竹原 榎木沢 ｴﾉｷｻﾞﾜ ad,ae,ah,ai,ak,am
146 竹原 砂畑 ｽﾅﾊﾞﾀｹ ad,ae,ah,ai,ak,am
147 竹原 越口 ｺｼｸﾞﾁ　(ai: ｺｼｸﾁ ) ad,ae,ah,ai,ak,am
148 竹原 空窪 ｿﾗｸﾎﾞ ad,ae,ah,ai,ak,am
149 竹原 竹屋羅 ﾀｹﾔﾗ ad,ae,ah,ai,ak,am
150 竹原 沼沢 (ae: 沼之沢 ) ﾇﾏｻﾜ ad,ae,ah,ai,ak,am
151 竹原 堤返り ﾂﾂﾐｶｴﾘ ad,ae,ah,ai,ak,am
152 竹原 蟹沢 (ah: 蠏沢 ) ｶ ﾆ ｻ ﾞ ﾜ　(ai: ｶ ﾆ ｻ ﾜ、

am: ｶﾆｶﾞｻﾜ )
ad,ae,ah,ai,ak,am

153 竹原 枝沢 ｴﾀﾞｻﾜ ad,ae,ah,ai,ak,am
154 竹原 草刈場 ｸｻｶﾘﾊﾞ ad,ae,ah,ai,ak,am
155 竹原 池ノ上 ｲｹﾉｳｴ ad,ae,ah,ai,ak,am
156 竹原 狐穴 ｷﾂﾈｱﾅ ad,ae,ah,ai,ak,am
157 竹原 南ケ沢 ﾐﾅﾐｶﾞｻﾜ ae,ah,ai,am
158 竹原 石ケ窪 ｲｼｶﾞｸﾎﾞ ah,ai,am
159 竹原 松ケ沢 ﾏﾂｶﾞｻﾜ ae,ah,ai,am
160 竹原 雨ケ沢 ｱﾏｶﾞｻﾜ ae,ah,ai,am
161 竹原 深沢 ﾌｶｻﾜ ah,am
162 竹原 小寺坂 ｺﾃﾗｻﾞｶ ae,ah,ai,am
163 竹原 貉沢 ﾑｼﾞﾅｻﾞﾜ ae,ah,ai,am ﾑｼﾞﾅ：ﾀﾇｷ又はｱﾅｸﾞﾏ
164 竹原 北山１、２ ｷﾀﾔﾏﾉ ah,am
165 竹原 竈山 ｶﾏﾔﾏ ae,ah,ai,am
166 竹原 平山 ﾀﾋﾗﾔﾏ ae,ah,ai,am
167 竹原 名子山 ﾅｺﾞﾔﾏ ae,ah,ai,am
168 竹原 滝山 ﾀｷﾔﾏ ae,ah,ai,am
169 竹原 稲荷前 ｲﾅﾘﾏｴ ah,ai,am 稲荷林の東、龍雲院の西
170 竹原 治兵衛壇 ﾁﾍﾞｴﾀﾞﾝ ah 七間地地区、正元元年大

日板碑が建っていた。
171 竹原 半右衛門平 ﾊﾝﾍﾞｴﾀﾞｲﾗ ah 山口半右衛門は竹原の豪

農 だ っ た の だ ろ う と さ
れ、その屋敷は今も半右
衛門屋敷と呼ばれ、また、
半右衛門平という地名も
残っている
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２．梨郷　（３）和田の小字名・地名
ＮＯ 地区名 字名（地名） 読み 出典 備考
和田 ﾜﾀﾞ ae,ai ﾜﾀ：山麓や河のカーブし

た地形。山麓の湧水地
 1 和田 雲雀田 ﾋﾊﾞﾘﾀﾞ ad,ak,am
 2 和田 東雲雀田 ﾋｶﾞｼﾋﾊﾞﾘﾀﾞ ab,ae,ah,ai,am 甲大作の北
 3 和田 西雲雀田 ﾆｼﾋﾊﾞﾘﾀﾞ　(ai: ﾆｼﾋﾊﾞﾘﾀ ) ab,ae,ah,ai,am 丙大作の北
 4 和田 畳田 ﾀﾀﾐﾃﾞﾝ ad,ae,ah,ai,ak,am
 5 和田 上畳田 ｶﾐﾀﾀﾐﾃﾞﾝ ab,ae,ah,ai,am 東雲雀田の東
 6 和田 下畳田 ｼﾓﾀﾀﾐﾃﾞﾝ ab,ai 東雲雀田の東
 7 和田 東髙田 ﾋｶﾞｼﾀｶﾀﾞ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 上畳田の北。ﾀｶ：傾斜地
 8 和田 西髙田 ﾆｼﾀｶﾀﾞ ae,ah,ai,am 上館堰の左岸、自然堤防
 9 和田 髙田 ﾀｶﾀﾞ am
10 和田 西前田 ﾆｼﾏｴﾀ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 東前田の西
11 和田 東前田 ﾋｶﾞｼﾏｴﾀ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 片岸の南
12 和田 新館 ﾆｲﾀﾞﾃ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 西沼田の西。梨郷新館
13 和田 東沼田 ﾋｶﾞｼﾇﾏﾀ ab,ad,ae,ah,ai,am 上館堰の右岸。氾濫跡又

は旧河道
14 和田 西沼田 ﾆｼﾇﾏﾀ ab,ad,ae,ah,ai,am 東・西前田の南。湿地
15 和田 沼田 ﾇﾏﾀ ak,am
16 和田 宮田 (ae: 宮ノ田 ) ﾐﾔﾀ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 神社に関する免租田。南

は上館堰の氾濫跡又は旧
河道、中央は自然堤防、
北西は後背湿地

17 和田 飯島 ｲｲｼﾞﾏ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 飯：飯を盛り上げたよう
な地形

18 和田 井島 ｲｼﾞﾏ ab,ad,ah,ai,ak,am 井：水がわく所、島：中
州状の地。人名説も有

19 和田 街道下 ｶｲﾄﾞｳｼﾀ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 飯島の南
20 和田 二反田 ﾆﾀﾝﾀﾞ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 面積地名。梨郷新館
21 和田 元屋敷 ﾓﾄﾔｼｷ ad,ae,ah,ai,ak,am 明治期は古屋鋪
22 和田 宿之東 (ah,ak,am: 宮ノ東 ) ｼﾕｸﾉﾋｶﾞｼ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 古屋敷の西。集落
23 和田 和光院檀 ﾜｺｲﾝﾀﾞﾝ　(ai,am: ﾜｺ

ｳｲﾝﾀﾞﾝ )
ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 上 館 堰 が 南 に 曲 が る 地

点。和田の和光院は、か
つて天王寺とよばれ羽黒
修験法印であった。檀は
近世墓地

24 和田 梨ノ木 ﾅｼﾉｷ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 上館堰のｶｴｲ ( 堰 ) と和ｴｲ
( 堰 ) のうち和エイが南に
流れを変える

25 和田 宝畠 (ad,ah,ai,ak,am: 宝畑 ) ﾀｶﾗﾊﾀｹ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am ﾀﾀﾗﾊﾞﾀｹか。生産遺跡地名か
26 和田 毘沙門前 ﾋﾞｼﾔﾓﾝﾏｴ　(ai: ﾋﾞｼｬ

ﾓﾝﾏｲ )
ab,ae,ai,am 毘沙門の南。片岸の東。

集落

27 和田 毘沙門裏 ﾋﾞｼﾔﾓﾝｳﾗ ab,ae,ah,ai,am 毘沙門の北
28 和田 毘沙門 ﾋﾞｼﾔﾓﾝ ad,ae,ah,ai,ak,am 毘沙門天を祀っていた。

「元堂山（基堂山、本堂
山）」にあった八千鉾神
社社殿の移転地と云う

29 和田 毘沙門沢 ﾋﾞｼﾔﾓﾝｻﾞﾜ ae,ah,ai,am 和光印の北「毘沙門沢」
に毘沙門堂があった。そ
の本尊は現在梨郷神社に
安置されており、像は南
北朝時代に遡るものとさ
れている

30 和田 片岸 (A: かた岸、Ｃ : かた
きし )

ｶﾀｷｼ A,C,ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 片 岸 館。1380 以 前、 地
頭大江時広の臣、片岸右
京が館を築く。天文 14
年（1545）、 伊 達 晴 宗、
判書を湯村将監に送り、
奉公無二により、望みの
片岸郷の内、采配の地を
永代に贈与する（伊達正
統世次考）

31 和田 赤土 ｱｶﾄﾞ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 片岸の北。赤い土
32 和田 堤端 (ae: 堤ケ畑 ) ﾂﾂﾐﾊﾞﾀ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 片岸の西。正寿院跡。墓

地有、堤有
33 和田 堤ケ入 ﾂﾂﾐｶﾞｲﾘ ae,ah,ai,am
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ＮＯ 地区名 字名（地名） 読み 出典 備考
34 和田 八幡下 ﾊﾁﾏﾝｼﾀ ab,ad,ah,ai,ak,am 堤端の西。宮浦八幡神社

があった場所の下
35 和田 八幡前 ﾊﾁﾏﾝﾏｴ am
36 和田 羽黒ノ堂

(ad,ae,ah,ai,ak,am: 羽黒堂 )
ﾊｸﾞﾛﾄﾞｳ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 壇ノ前の西。羽黒神社が

あったか
37 和田 塔ノ前 ﾄﾞｳﾉﾏｴ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 宿之東の南
38 和田 寺坂 ﾃﾗｻｶ ab,ad,ah,ai,ak,am 羽黒堂の北。全城院
39 和田 寺沢 ﾃﾗｻﾜ ae,ai
40 和田 上太田 (ah: 上大田 ) ｶﾐｵｵﾀ ab,ad,ah,ai,ak,am
41 和田 大田 ｵｵﾀ am
42 和田 地蔵田 ｼﾞｿﾞｳﾃﾞﾝ A,C,ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 地蔵講の免租地（晴宗公

采地録に「かたきし内　
地蔵田」とある）

43 和田 大堀向 ｵｵﾎﾘﾑｶｲ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 梨郷新館の堀向いか
44 和田 釜場 ｶﾏﾊﾞ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 生産遺跡関連地名か。或

はｶﾏ：浸食地形か
45 和田 安部沢口 ｱﾍﾞｻﾞﾜｸﾁ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 安部綱吉が片岸を経て宮

内へ移る。一説には羽付
安部澤とも伝うが明らか
でない（沖郷村史）

46 和田 安部沢 ｱﾍﾞｻﾞﾜ ae,ai

47 和田 館下 (ad,ae,ah,ai,ak: 館ノ下 ) ﾀﾃﾉｼﾀ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 赤松山館の西
48 和田 七曲り (ae,ah,ai,ak,am: 七曲 ) ﾅﾅﾏｶﾞﾘ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 館下の西。赤松山館の西
49 和田 根越ケ入 ﾈｺﾞｼｶﾞｲﾘ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 七曲りの西の谷。根小屋

地名か
50 和田 狩野 ｶﾉ　(am: ｶﾘﾉ ) ad,ae,ah,ai,ak,am
51 和田 天神平 ﾃﾝｼﾞﾝﾀﾞｲﾗ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 毘沙門の東。ﾋﾗであれば

傾斜地・急傾斜地の意
52 和田 館山 ﾀﾃﾔﾏ ad,ae,ah,ai,ak,am 城館地名。赤松山館
53 和田 兀山 (ah,am: 禿山 ) ﾊｹﾞﾔﾏ ad,ae,ah,ai,ak,am
54 和田 宮ノ浦 ﾐﾔﾉｳﾗ ad,ae,ah,ai,ak,am 宮浦八幡神社があった
55 和田 西大浦 ﾆｼｵｵｳﾗ ad,ae,ah,ai,ak,am
56 和田 東大浦 ﾋｶﾞｼｵｵｳﾗ ad,ae,ah,ai,ak,am
57 和田 東沢田 ﾋｶﾞｼｻﾜﾀ ad,ai,ak,am
58 和田 深田 ﾌｶﾀ ab,ae,ah,ai,am 上畳田の東。ﾌｹ：湿地。

上館堰の旧河道か
59 和田 大作 ｵｵｻﾞｸ　(ae: ｵｳｻﾞｸ ) ab ｻｸ：狭く行き詰った谷、

丘陵間の長くやや窪んだ
低地。丘陵間の細長く入
り組んだ水田

60 和田 甲大作 ｺｳｵｵｻｸ ae,ah,ai,am 〃　。地区南端
61 和田 乙大作 ｵﾂｵｵｻｸ ae,ah,ai,am 〃　。地区南端
62 和田 丙大作 ﾍｲｵｵｻｸ ae,ah,ai,am 〃　。甲大作の西
63 和田 西大作 ﾆｼｵｵｻﾞｸ am
64 和田 東大作 ﾋｶﾞｼｵｵｻﾞｸ am
65 和田 古屋鋪 ﾌﾙﾔｼｷ ab 釜場の北、現在は「元屋

敷」になっている
66 和田 竃ケ入 ｶﾏｶﾞｲﾘ ah,am 生産遺跡関連地名か
67 和田 竃山 ｶﾏﾔﾏ ah,am 生産遺跡関連地名か
68 和田 中屋敷 ﾅｶﾔｼｷ ah,am
69 和田 沢田山 ｻﾜﾀﾔﾏ ah,am
70 和田 沢田 ｻﾜﾀ ah,am
71 和田 掛在家 ｶｹｻﾞｲｹ ah,am 掛在家
72 和田 符はたけ ﾌﾊﾞﾀｹ A
73 和田 きり田 ｷﾘﾀ A
74 和田 三千かり ｻﾝｾﾞﾝｶﾘ A 三千刈
75 和田 山ち四郎の本堤 ﾔﾏｼﾞｼﾛｳノﾎﾝﾂﾂﾐ A 人名
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２．梨郷　（４）砂塚の小字名・地名
ＮＯ 地区名 字名（地名） 読み 出典 備考
砂塚 ｽﾅﾂﾞｶ ae,ai
 1 砂塚 鎌研 ｶﾏﾄｷﾞ am 河川の氾濫で抉られた所。

ｶﾏ：湾曲型入江地形
 2 砂塚 西鎌研 ﾆｼｶﾏﾄｷﾞ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 〃
 3 砂塚 上鎌研 ｶﾐｶﾏﾄｷﾞ ab,ae,ah,ai,am 〃
 4 砂塚 下鎌研 ｼﾓｶﾏﾄｷﾞ ab,ae,ah,ai,am 〃
 5 砂塚 中鎌研 ﾅｶｶﾏﾄｷﾞ ab,ae,ah,ai,am 〃
 6 砂塚 南原 ﾐﾅﾐﾊﾞﾗ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 地区南辺。墓地有。島崎

館があったと云う
 7 砂塚 並柳 ﾅﾐﾔﾅｷﾞ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 織機川左岸。ﾔﾅｷﾞ：河岸

浸食地
 8 砂塚 南並柳 ﾐﾅﾐﾅﾐﾔﾅｷﾞ ae,ah,ai,am 後背湿地
 9 砂塚 権現堂 ｺﾞﾝｹﾞﾝﾄﾞｳ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 織機川左岸。権現堂があっ

たか。自然堤防
10 砂塚 権現前 ｺﾞﾝｹﾞﾝﾏｴ　(ai: ｺﾞﾝｹ

ﾞﾝﾏｲ )
ab,ae,ah,ai,am 小開の西、権現堂の南。

後背湿地
11 砂塚 礼記 (ad: 禮記 ) ﾚｲｷ ad,ae,ah,ai,ak,am
12 砂塚 上落付場 ｶﾐｵﾂｹﾊﾞ　(am: ｶﾐｵﾁ

ﾂｷﾊﾞ )
ab,ad,ae,ah,ai,am 苧漬場 : 苧（ｶﾗﾑｼ）を刈っ

て乾燥させ、皮がはがれ
易いよう流水や池沼に漬
けておく場所。舟を止め
て一休みする場があったか
とする説もある（梨郷村史）

13 砂塚 下落付場 ｼﾓｵﾂｹﾊﾞ　(am: ｼﾓｵﾁ
ﾂｷﾊﾞ )

ab,ad,ae,ah,ai,am

14 砂塚 落付場 ｵﾂｹﾊﾞ　(am: ｵﾁﾂｷﾊﾞ ) ak,am
15 砂塚 鼠田（ねすた：増田宗成

寺領寄進状）
ﾈｽﾞﾐﾀ（ﾈｽﾞﾀ） ad,ak 梨郷 NO10 参照。ﾈｽﾞﾀ：

河川氾濫に関係する「寝
ず田」の事例もある

16 砂塚 上鼠田 ｶﾐﾈｽﾞﾐﾀ ab,ae,ah,ai,am 〃
17 砂塚 上本鼠田 ｶﾐﾓﾄﾈｽﾞﾐﾀ ai 〃
18 砂塚 本鼠田 ﾓﾄﾈｽﾞﾐﾀ ab,ae,ah,ai,am 〃。上・下西鼠田の東
19 砂塚 上西鼠田 ｶﾐﾆｼﾈｽﾞﾐﾀ ab,ah,ai,am 〃。下西鼠田の北
20 砂塚 下西鼠田 ｼﾓﾆｼﾈｽﾞﾐﾀ ab,ah,am 〃。下鼠田の北
21 砂塚 中鼠田 ﾅｶﾈｽﾞﾐﾀ ab,ae,ah,ai,am 〃。本鼠田の南
22 砂塚 下鼠田 ｼﾓﾈｽﾞﾐﾀ ab,ae,ah,ai,am 〃。下西郡の東
23 砂塚 大志田 ｵｵｼﾀﾞ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 川内裏の北。ｼﾀﾞｸ：荒れ

る
24 砂塚 若宮 ﾜｶﾐﾔ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 伊達時代に浄土宗の了西

庵という寺があった
25 砂塚 若宮前 ﾜｶﾐﾔﾏｴ　(ai: ﾜｶﾐﾔﾏｲ ) ab,ae,ah,ai,am 大志田の北
26 砂塚 東寺田 ﾋｶﾞｼﾃﾗﾀﾞ ab,ae,ah,ai,am 寺の領田か免租地
27 砂塚 西寺田 ﾆｼﾃﾗﾀﾞ ab,ae,ah,ai,am
28 砂塚 寺田 ﾃﾗﾀﾞ ad,ak
29 砂塚 古屋敷 ﾌﾙﾔｼｷ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 屋敷跡
30 砂塚 八ツ口 ﾔﾂｸﾁ ab,ad,ak
31 砂塚 上八ツ口 ｶﾐﾔﾂｸﾁ ab,ae,ah,ai,am 中八ツ口の北。水路分岐

地点
32 砂塚 中八ツ口 ﾅｶﾔﾂｸﾁ ab,ae,ah,ai,am 東八ツ口の北。水路分岐

地点
33 砂塚 東八ツ口 ﾋｶﾞｼﾔﾂｸﾁ ab,ae,ah,ai,am 堤端の北。水路分岐地点
34 砂塚 下八ツ口 ｼﾓﾔﾂｸﾁ ae,ah,ai,am 中八ツ口の南西
35 砂塚 樋越 ﾄﾖｺﾞｼ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 上八ツ口の北
36 砂塚 東辻柳 ﾋｶﾞｼﾂｼﾞﾔﾅｷﾞ ab,ae,ah,ai,am
37 砂塚 西辻柳 ﾆｼﾂｼﾞﾔﾅｷﾞ ab,ae,ah,ai,am 集落
38 砂塚 辻柳 ﾂｼﾞﾔﾅｷﾞ ad,ak 西辻柳の南
39 砂塚 辻柳前 ﾂｼﾞﾔﾅｷﾞﾏｴ　(ai: ﾂｼﾞ

ﾔﾅｷﾞﾏｲ )
ab,ae,ah,ai,am

40 砂塚 田中 ﾀﾅｶ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 西辻柳の北
41 砂塚 江中 ｴﾅｶ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 旧河道の中
42 砂塚 中野 ﾅｶﾉ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 東辻柳の北。中野在家か
43 砂塚 なかの在家 ﾅｶﾉｻﾞｲｹ Ｃ 中野在家
44 砂塚 中野裏 ﾅｶﾉｳﾗ ab,ah,ai,am 中野の北東
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ＮＯ 地区名 字名（地名） 読み 出典 備考
45 砂塚 中裏 ﾅｶｳﾗ ae
46 砂塚 掛在家 ｶｹｻﾞｲｹ　(ai: ｶｹｶﾞｲ

ｹ )
ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 掛在家

47 砂塚 東掛在家 ﾋｶﾞｼｶｹｻﾞｲｹ ab,ae,ah,ai,am 在家地名
48 砂塚 堂越 (ae,ai,ak,am: 堂ノ越 ) ﾄｳﾉｺｼ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 中野裏の北
49 砂塚 大作 ｵｵｻﾞｸ ad,ak,am ｻｸ：狭く行き詰った谷。

丘陵間の長くやや窪んだ
低地。丘陵間の細長く入
り組んだ水田

50 砂塚 下大作 ｼﾓｵｵｻｸ ab,ae,ah,ai,am 清水ノ下の西
51 砂塚 上大作 ｶﾐｵｵｻｸ ab,ah,ai,am 上大作裏の見案箕
52 砂塚 上大作裏 ｶﾐｵｵｻﾞｸｳﾗ ab,ah,am 掛在家の西
53 砂塚 大作裏 ｵｵｻｸｳﾗ ae,am
54 砂塚 中大作 ﾅｶｵｵｻﾞｸ ab,ae,ah,ai,am 上大作裏の西
55 砂塚 前大作 ﾏｴｵｵｻｸ ae,ai
56 砂塚 裏大作 ｳﾗｵｵｻｸ ae,ai
57 砂塚 大作前 ｵｵｻｸﾏｴ ab,ah,ai,am 上大作の南西
58 砂塚 清水ノ下 ｼﾐｽﾞﾉｼﾀ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 塩竈の北
59 砂塚 塩竈 ｼｵｶﾞﾏ　(ai: ｼｵｶﾏ ) ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 塩竈神社
60 砂塚 西塩竈 ﾆｼｼｵｶﾞﾏ　(ai: ﾆｼｼｵｶﾏ ) ab,ae,ah,ai,am 塩竈前の西
61 砂塚 塩竈前 ｼｵｶﾞﾏﾏｴ　(ai: ｼｵｶﾏﾏｲ ) ab,ae,ah,ai,am 塩竈の南
62 砂塚 安部 ｱﾍﾞ ab,ad,ah,ai,ak,am 集落。ｱﾍﾞ：湿地地名
63 砂塚 腰巻田 ｺｼﾏｷﾀﾞ ab,ad,ae,ai,ak,am ﾏｷ：河川が曲がる地
64 砂塚 西腰巻田 ﾆｼｺｼﾏｷﾀﾞ　(ai: ﾆｼｺｼﾏｷﾀ ) ab,ae,ah,ai,am 〃
65 砂塚 北腰巻田 ｷﾀｺｼﾏｷﾀﾞ am 〃
66 砂塚 南腰巻田 ﾐﾅﾐｺｼﾏｷﾀﾞ am 〃
67 砂塚 深田 ﾌｶﾀ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 塩竈の西。ﾌｹ：水気の多

い湿地 
68 砂塚 江上 ｴｶﾐ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 江は入江、川
69 砂塚 東川前 ﾋｶﾞｼｶﾜﾏｴ　(ai: ﾋｶﾞｼ

ｶﾜﾏｲ )
ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 織機川の左岸。自然堤防

と後背湿地。集落

70 砂塚 西川前 ﾆｼｶﾜﾏｴ　(ai: ﾆｼｶﾜﾏ
ｲ )

ab,ad,ae,ah,al,ak,am, 織機川右岸。集落

71 砂塚 宮ノ前 ﾐﾔﾉﾏｴ　(ai: ﾐﾔﾉﾏｲ ) ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 神社の前か
72 砂塚 町田 ﾏﾁﾀ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 川端の南
73 砂塚 川端 ｶﾜﾊﾞﾀ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 織機川左岸。集落
74 砂塚 西川端 ﾆｼｶﾜﾊﾞﾀ ab,ae,ah,ai,am 織機川左岸
75 砂塚 宮ノ堂 ﾐﾔﾉﾄﾞｳ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 神社があったか
76 砂塚 北徳田 ｷﾀﾄｸﾃﾞﾝ ab,ae,ah,ai,ak,am 参考：ｱｲﾇ語ﾄ・ｺﾀﾝ ＝

「沼の村」との説もある
77 砂塚 南徳田 ﾐﾅﾐﾄｸﾃﾞﾝ ab,ae,ah,ai,ak,am 入沼の北。河川氾濫地
78 砂塚 徳田 ﾄｸﾃﾞﾝ am
79 砂塚 北徳根田 ﾐﾀﾄｸﾈﾀ ad,ai,ak
80 砂塚 南徳根田 ﾐﾅﾐﾄｸﾈﾀ ad,ai,ak
81 砂塚 川内 ｶﾜﾁ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am ｶﾜﾁ：大雨のたびに氾濫し

浸水した場所
82 砂塚 川内裏 ｶﾜﾁｳﾗ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 〃
83 砂塚 堤端 ﾂﾂﾐﾊﾞﾀ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 堤有り。旧河道
84 砂塚 宮南 (ae: 宮ノ南 ) ﾐﾔﾐﾅﾐ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 宮之堂の南
85 砂塚 與七作 (ah,ai,ak: 与七作 ) ﾖｼﾁﾂｸﾘ　(ae: ﾖｼﾂｸﾘ、

ad: ﾖｼﾂﾞｸﾘ )
ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 人名。織機川左岸の後背

湿地

86 砂塚 入沼 ｲﾘﾇﾏ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 旧河道に残った沼
87 砂塚 入志田 ｲﾘｼﾀﾞ ab,ad,ae,ah,ai,am 入沼の南。ｼﾀﾞｸ：荒れる、

ｼﾀﾞﾙ：垂れ下がる
88 砂塚 押切 ｵﾂｷﾘ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 堤防決壊地。河川氾濫地。

氾濫で川岸が削られた所
89 砂塚 江無 ｴﾅｼ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 江：川
90 砂塚 樋下 (ad,ak: 樋ノ下 ) ﾄﾖﾉｼﾀ ab,ad,ah,ai,ak,am 川端の南
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ＮＯ 地区名 字名（地名） 読み 出典 備考
91 砂塚 樋越ノ下 ﾄﾖｺｴﾉｼﾀ ae
92 砂塚 獅子ノ原 (ah,am: 獅子原 ) ｼｼﾉﾊﾗ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 最上川右岸。氾濫地。ｼｼ：

湿地・土砂崩れ地
93 砂塚 江湖 ｴｺ ab,ad,ae,ah,ai,ak,am 三日月湖。長洲ケ淵の南
94 砂塚 小開 ｺｶｲ ab 南原の西。開拓地名
95 砂塚 下志田 ｼﾓｼﾀﾞ ab,ae,ah,ai,am 河川氾濫地。ｼﾀﾞｸ：荒れる、

ｼﾀﾞﾙ：垂れ下がる
96 砂塚 上志田 ｶﾐｼﾀﾞ ab,ae,ah,ai,am 押切の南。河川氾濫地
97 砂塚 中志田 ﾅｶｼﾀﾞ ab,ae,ah,ai,am 最上川右岸。河川氾濫地

98 砂塚 押切端 ｵツｷﾘﾊﾞﾀ ab,ae,ah,ai,am 堤防決壊地。河川氾濫地。
氾濫で川岸が削られた所

99 砂塚 長須ケ淵 (ae: 長須賀淵 ) ﾁﾖｳｽｶﾞﾌﾁ ab,ae,ah,ai,am 長い洲。梨郷 NO10 参照
100 砂塚 道先 ﾄﾞｳｾﾝ ad,ak
101 砂塚 上道先 ｶﾐﾄﾞｳｾﾝ ab,ae,ah,ai,am 織機川右岸
102 砂塚 下道先 ｼﾓﾄﾞｳｾﾝ ab,ae,ah,ai,am 織機川右岸
103 砂塚 下西郡 ｼﾓﾆｼｺﾞｵﾘ ab,ae,ah,ai,am 郡衙関連地名か

２．梨郷　（５）その他の地名等

ＮＯ 地区名 地名 読み 出典 備考
 1 梨郷 根添邑 ﾈｿﾞｴﾑﾗ 市史編纂資料第 10 集Ｐ

168、梨郷村史Ｐ 50
梨郷村を根添邑と云う

 2 砂塚 沖邑 ｵｷﾑﾗ 市史編纂資料第 10 集Ｐ
168、梨郷村史Ｐ 50

砂塚を沖邑と云う

 3 和田 東根添 ﾋｶﾞｼﾈｿﾞｴ 梨郷村史Ｐ 50 和田を東根添と云う
 4 和田 元堂山 ﾓﾄﾄﾞｳﾔﾏ 梨郷村史Ｐ 94 八千鉾神社があったと云

う。社殿は毘沙門沢に移
転した

５ 梨郷 西根添 ﾆｼﾈｿﾞｴ 梨郷村史Ｐ 51 梨郷を西根添と云う
 6 梨郷 舟場 ﾌﾅﾊﾞ 梨郷村史Ｐ 303 幸来橋付近。かつての舟

付場跡
 7 砂塚か ( 南辻の在家 ) ﾐﾅﾐﾂｼﾞﾉｻﾞｲｹ Ｄ（市史上巻 P721）
 8 ― 梨郷堰（上館堰） ﾘﾝｺﾞｳｾｷ（ｶﾐﾀﾞﾃｾｷ） 羽付から和田方向へ流れ

る川（堰）、途中和光院
檀の東で分岐する。南流
を「和ｴｲ」、西流れを「ｶｴｲ」
という

９ 竹原 東車塚 ﾋｶﾞｼｸﾙﾏﾂﾞｶ 文化財台帳（正元元年大
日板碑）

正元元年大日板碑を治兵
衛壇の東車塚塔婆とも称
したという
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３．大塚　（１）大塚の小字名・地名
ＮＯ 地区名１ 地区名２ 字名（地名） 読み 出典 備考
大塚 ｵｵﾂｶ am
1 大字大塚 大塚 草刈り場 ｸｻｶﾘﾊﾞ am
2 大字大塚 大塚 草苅場一 ｸｻｶﾘﾊﾞｲﾁ am
3 大字大塚 大塚 草苅場二 ｸｻｶﾘﾊﾞﾆ am
4 大字西大塚 西大塚 岡野 ｵｶﾉ am
5 大字西大塚 西大塚 岡野一 ｵｶﾉｲﾁ am
6 大字東大塚 東大塚 北川原一 ｷﾀｶﾜﾗｲﾁ am
7 大字東大塚 東大塚 北川原二 ｷﾀｶﾜﾗﾆ am
8 大字東大塚 東大塚 北川原三 ｷﾀｶﾜﾗｻﾝ am
9 大字東大塚 東大塚 北川原四 ｷﾀｶﾜﾗﾖﾝ am
10 大字東大塚 東大塚 押切二 ｵｼｷﾘﾆ am 堤防決壊地。河川氾濫

地。氾濫で川岸が削ら
れた所

　※大塚は、元々は川西町大塚であるが、最上川の河川改修により一部が南陽市分となっているため、当該の小
　　字について採録した。
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　　　　　　　　　　　　坂上神明宮所蔵　棟札及び神像の調査
１．経過
　池黒の坂上神明宮には皇大神社の棟札５枚と羽黒神社の神像１体が伝わっている。棟札
のうち最も古いものは応徳三年（1086 年）銘で、後三年の役があった頃の歴史を伝える
資料として市指定文化財となっており、平成六年度に東北歴史資料館の協力を得て赤外線
による文字解析調査を行っている。この「応徳三年棟札」は全国的にも最古級の年号であ
るものの、木材の調整に鑿

のみ

を使用していることや梵字が記されているなど、所々に新しい
要素が見られることから、制作年代に関する調査の必要性が高まり、令和三年度に山形大
学高感度加速器質量分析センターにより材の炭素年代測定を実施した。

　（２）神像
　　池黒皇大神社の背後にそびえる上の平山（別名：
　池黒山、羽黒山）の頂上に羽黒神社があり、その本
　尊（本地仏か）として祀られていた。明治三十五年
　に風害で社殿が被災して以降社殿は再建されず、像
　は現在坂上神明宮に安置されている。菩薩形の仏像
　で神像と称され、平安末期頃の木像聖観音（正観音）
　と推測されてきた。
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２．史料について
　（１）棟札（応徳三年棟札）
　　池黒皇大神社の棟札で、国家安寧を祈り天照皇大
　神社を再建した際に制作されたと考えられる。棟札
　銘の詳細は市史上巻に詳しい。表面に墨書があり、
　右側に「応徳三年」、別当「出羽神輿麿」と記し、　
　左側には社殿の再建にたずさわった人の名を記す。
　最上部に梵字（バン：金剛界大日如来）が記され、
　天照大神と大日如来を一体とする神仏混交を示す。

寸法：縦 57㎝×上部 17㎝×下部 15cm ×厚さ 2cm

材質技法：針葉樹　木製板に墨書　釘穴なし

記載年：応徳三年

應徳三年丙寅七月十有五日　当山別当職出羽神輿麻呂　敬白

梵字バン（金剛界大日）　奉再立天照皇大神宮　国家安泰如意祈所

木刻師韓志和　鍛冶三条小門宗近
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３．理化学分析
　（１）放射性炭素年代測定（AMS測定）
　　採取した計４点の試料について放射性炭素年代測定を行った。棟札に関してはウィグ
　ルマッチング法による測定を実施した。
　　調査期間は令和 3 年 12 月 13 日～令和４年 1 月 18 日である。

　（２）現地調査及び試料採集
　　期　日　令和３年 12 月 13 日（月）
　　場　所　坂上神明宮
　　調査者　山形大学理学部物理学科　教授　門叶冬樹教
　　　　　　社会教育課　課長補佐　角田朋行、文化係長　後藤千佳子
　　内　容　宮司宅を訪問し、史料の実見と炭素年代測定のための試料採集を行った。
　　　　　　・和室にシートを敷き、応徳三年棟札、神像の順で試料を採集
　　　　　　・棟札の底面から、幅 5mm ×長さ 1㎝程の試料について年輪で 1 ～５年、
　　　　　　　10 ～ 15 年、20 ～ 25 年から３点を各十数ｍｇサンプリングした。
　　　　　    ・神像の脚部から上記と同様に試料１点をサンプリングした。

　（３）年代測定の結果
　　山形大学高感度加速器質量分析センター報告書「南陽市教育委員会 試料４点の年代
　測定」に記載のとおり。

４．制作年代について
　池黒皇大神社は延暦年間（782 ～ 805 年）の創建と伝えられ、応徳三年棟札の他にも
再建を記す元和八年（1622 年）棟札と元禄七年（1694 年）棟札、享保二年（1717 年）
の尊像建立棟札、文政十二年（1829 年）の屋根修繕棟札が残る（1970 二瓶）。また、羽
黒神社は元禄十二年（1699 年）再建との記録がある。
　今次調査結果は下記のとおりである。木材の伐採時期を示す放射性炭素年代測定の結果

（１σ暦年代範囲・２σ暦年代範囲）及び再建記録からすれば、池黒皇大神社の応徳三年
棟札は元禄～宝暦年間に木材を調達し制作されたもの、羽黒神社の神像は享保～明和年間
に木材を調達し制作されたものと考えるのが妥当ではないかと考えられる。
　（１）棟札（応徳三年棟札）
　　炭素年代測定の結果、池黒皇大神社の応徳三年棟札に使用されている木材の伐採時期
　は２σ暦年代範囲で 1686 ～ 1710 年（29.5％）、1743 ～ 1782 年（39.4％）との年
　代範囲が得られた。これにより棟札は江戸時代に制作された若しくは作り直されたもの
　であることが明らかになった。
　（２）神像
　　炭素年代測定の結果、羽黒神社の神像（観音像）に使用されている木材の伐採時期は
　２σ暦年代範囲で 1721 ～ 1783 年（31.4％）という年代範囲が得られた。これにより
　神像は江戸時代に制作された木像であることが明らかになった。
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池黒皇大神社の応徳三年棟札 劣化状態概要
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５．棟札のカビ除去等処置について
　棟札は、カビや塵埃、虫損による劣化が見られたため、令和 4 年 1 月 6 日～ 22 日に
夕鶴の里資料館において以下の方針のもとカビ除去の応急処置を実施した。
　・史料の状態調査を行い、劣化度合を把握する。
　・薬剤を含ませない筆を使い、汚れや塵埃を除去する。
　・エタノール消毒を行い、カビの除去とこれ以上の広がりを防ぐ。
　・ヤニの除去を行う。
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６．年代測定

 陽市教育委員会様試料４点の年代測定 

 

2022年 1月 18日 

 

山形大学高感度加速器質量分析センター 

 

 

 

１．はじめに 

 陽市教育委員会様試料４点（写真１）に対して、加速器質量分析法（AMS 法）による

放射性炭素年代測定を行った。 

 

 

 

２．試料と測定方法 

表１に試料情報を示す。測定試料は、元素分析計、質量分析計、ガラス真空ラインより構

成されるグラファイト調整システムにてグラファイト化を行った。その後、加速器質量分析

装置（NEC 製 1.5SDH）を用いて放射性炭素濃度を測定した。 

 

 

 

３．結果 

表２～３に同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（ 13C）、同位体分別効果の補正

を行った放射性炭素年代、較正曲線データを使用して放射性炭素年代を暦年代に較正した

年代範囲を示す。各試料の暦年較正結果については、本報告書に添付した。 

また、年輪間隔の分かったそれぞれの測定試料の放射性炭素年代を較正曲線上で比較照

合する、いわゆるウィグルマッチング法で得られた結果を表２及び図１にそれぞれ示す。サ

ンプルの最外年輪層に対する年代範囲として「NNY-MNFD」試料では 1686－1710 年

（29.5%）,1743－1782年（39.4%）,1797－1799年（0.5%）,1815－1826年（8.8%）,1855

－1882年（5.0%）,1886－1892年（1.0%）,1933－1961年（11.3%）が得られた。 

 

 

 

 

 

（皇大神社の棟札３点、羽黒神社神像１点）
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 真１．試料情報 
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表１．試料情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ボコード 測定試料名 試料情報 試料状態 処理

 U-14977 NN -MNFD_1-5

南陽市教育委員会
社会教育課試料
2021/12/13受取
南陽市皇大神社

棟札　1-5
年輪試料

NN -MNFD_1-5

前処理後の試料
12.611mgから3.104mg使用

超音波洗浄実施
アセトン5分（1回）→クロロホルム

＋メタノール（1:1）30分（2回）
→ アセトン5分（2回）

AAA処理
1M HCl 80度1時間

1M NaOH 80度1時間（2回）
1M HCl 80度1時間

 U-14978 NN -MNFD_15-20

南陽市教育委員会
社会教育課試料
2019/07/22受取
南陽市皇大神社

棟札　15-20
年輪試料

NN -MNFD_15-20

前処理後の試料
8.949mgから3.139mg使用

超音波洗浄実施
アセトン5分（1回）→クロロホルム

＋メタノール（1:1）30分（2回）
→ アセトン5分（2回）

AAA処理
1M HCl 80度1時間

1M NaOH 80度1時間（2回）
1M HCl 80度1時間

 U-14979 NN -MNFD_21-25

南陽市教育委員会
社会教育課試料
2019/07/22受取
南陽市皇大神社

棟札　21-25
年輪試料

NN -MNFD_21-25

前処理後の試料
10.779mgから3.137mg使用

超音波洗浄実施
アセトン5分（1回）→クロロホルム

＋メタノール（1:1）30分（2回）
→ アセトン5分（2回）

AAA処理
1M HCl 80度1時間

1M NaOH 80度1時間（2回）
1M HCl 80度1時間

 U-14980 NN -SNZ

南陽市教育委員会
社会教育課試料
2019/07/22受取
南陽市皇大神社
神像　1年輪分

年輪試料
NN -SNZ

前処理後の試料
3.268mgから3.232mg使用

超音波洗浄実施（純水、アセトン）

AAA処理
1M HCl 80度1時間

1M NaOH 80度1時間（2回）
1M HCl 80度1時間

2021/12/13

2021/12/13

2021/12/13
羽黒神社
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表２．「NNY-MNFD」試料の放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果 

 

 

 
図１．「NNY-MNFD」試料に対するウィグルマッチの結果 

 
13

C 放射性炭素年代

(‰) （yrBP±1σ） 1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

 U-14977 NN -MNFD_1-5 -27.70±0.46 134±26

1684AD (10.7%) 1706AD

1720AD ( 7.3%) 1735AD

1803AD ( 6.9%) 1818AD

1833AD (31.6%) 1891AD

1907AD (11.7%) 1930AD

1675AD (26.8%) 1744AD

1750AD ( 4.4%) 1765AD

1799AD (64.2%) 1942AD

 U-14978 NN -MNFD_15-20 -27.86±0.37 171±20

1670AD (12.3%) 1686AD

1733AD (37.6%) 1779AD

1799AD ( 5.0%) 1805AD

1928AD (13.3%) 1945AD

1662AD (18.2%) 1695AD

1725AD (53.2%) 1813AD

1839AD ( 0.8%) 1846AD

1852AD ( 2.4%) 1877AD

1916AD (20.9%) …

 U-14979 NN -MNFD_21-25 -28.10±0.57 152±20

1675AD (13.6%) 1695AD

1725AD (13.0%) 1744AD

1749AD (10.9%) 1766AD

1799AD ( 9.1%) 1812AD

1840AD ( 1.2%) 1842AD

1873AD ( 1.5%) 1876AD

1916AD (19.0%) 1942AD

1668AD (15.4%) 1700AD

1721AD (29.8%) 1782AD

1796AD ( 9.9%) 1816AD

1833AD (19.3%) 1890AD

1907AD (21.1%) …

1689AD (26.4%) 1706AD

1748AD (25.3%) 1764AD

1773AD ( 6.4%) 1779AD

1818AD ( 6.7%) 1824AD

1939AD ( 3.4%) 1943AD

1686AD (29.5%) 1710AD

1743AD (39.4%) 1782AD

1797AD ( 0.5%) 1799AD

1815AD ( 8.8%) 1826AD

1855AD ( 5.0%) 1882AD

1886AD ( 1.0%) 1892AD

1933AD (11.3%) 1961AD

放射性炭素年代を暦年代に較正した年代範囲

ウィグルマッチ

測定番号 試料名

表３．「NNY-SNZ」試料の放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果 
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C 放射性炭素年代

(‰) （yrBP±1σ） 1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

 U-14980 NN -SNZ -28.88±0.39 154±20

1674AD (13.1%) 1694AD

1726AD (26.3%) 1768AD

1773AD ( 1.9%) 1777AD

1798AD ( 8.8%) 1812AD

1917AD (18.1%) 1943AD

1667AD (15.7%) 1700AD

1721AD (31.4%) 1783AD

1796AD ( 9.9%) 1815AD

1833AD (17.2%) 1889AD

1908AD (21.2%) …

測定番号 試料名
放射性炭素年代を暦年代に較正した年代範囲



62

＝＝＝＝ 年代測定の考え方 ＝＝＝＝ 

 

 放射性炭素（14C）年代は AD1950 年を基点にして何年前かを示した年代である。14C 年代

（yrBP）の算出には、14Cの半減期として Libbyの半減期 5568年を使用した。また、付記し

た 14C年代誤差（±1σ）は、測定の統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の 14C

年代がその 14C年代誤差内に入る確率が 68.2％であることを示す。 

なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。暦年較正とは、大気中の 14C濃度が一定で

半減期が 5568 年として算出された 14C 年代に対し、過去の宇宙線強度や地球磁場の変動に

よる大気中の 14C濃度の変動、及び半減期の違い（14Cの半減期 5730±40年）を較正して、

より実際の年代値に近いものを算出することである。14C 年代の暦年較正には OxCal4.4.21）

（較正曲線データ：IntCal202））を使用した。なお、1σ暦年代範囲は、OxCalの確率法を使

用して算出された 14C年代誤差に相当する 68.2％信頼限界の暦年代範囲であり、同様に 2σ

暦年代範囲は 95.4％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲内

に暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は 14C年代の確率分布を示し、二

重曲線は暦年較正曲線を示す。 
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OxCal v4.4.2 Bronk Ramsey (2020); r:5; Atmospheric data from Reimer et al (2020)
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OxCal v4.4.2 Bronk Ramsey (2020); r:5; Atmospheric data from Reimer et al (2020)
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OxCal v4.4.2 Bronk Ramsey (2020); r:5; Atmospheric data from Reimer et al (2020)
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OxCal v4.4.2 Bronk Ramsey (2020); r:5; Atmospheric data from Reimer et al (2020)
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 要 約

市内遺跡分布調査の基礎資料として市内平野部の字限図調査を実施したもの。
明治期の字限図から字寄図を作成し、それを基本図として土地利用図等を作
成した。土地利用図と地名等から地形状況の把握や館跡等の検討を行った。
また、小字名・地名等を採録した。本報告書では市内８地区のうち漆山・梨
郷地区分について報告している。
また、坂上神明宮所蔵の皇大神社の応徳三年銘棟札と羽黒神社の神像の木材
の炭素年代測定を行い、共に近世の制作であることが明らかになった。
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